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埼経協ニュース３８２号

平
成
二
十
六
年
七
月
、
十
年
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

従
来
の
情
報
提
供
を
継
続
し
つ
つ
、

埼
玉
県
内
の
会
員
企
業
や
関
連
機
関
に

対
し
て
本
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

W
eb

上
か
ら
の
申
し
込
み
、
情
報
提

供
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
の
機
能
等

を
加
え
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
構
築

に
は
Ｃ
Ｍ
Ｓ（C

ontent
M
anagem

ent
System

:

ブ
ラ
ウ
ザ
上
か
ら
直
接
ロ
グ

イ
ン
し
、
表
示
し
た
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を

配
置
す
る
こ
と
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
シ
ス
テ

ム
）の
導
入
を
検
討
し
、NetC

om
m
ons

を
基
盤
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
埼
玉

の
発
展
と
支
え
る
経
済
団
体
」
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
き
た
拡
張
性
の
あ

る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、NetC

om
m
ons

は
、
情
報
共

有
基
盤
シ
ス
テ
ム
と
し
て
２
０
０
１
年

か
ら
国
立
情
報
学
研
究
所
で
開
発
さ
れ
、

２
０
０
５
年
か
ら
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と

し
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
二

年
度
の
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化

の
た
め
Ｓ
Ｓ
Ｌ
対
応
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ア
ド
レ
ス
の
先
頭
が
「http

://

」
か
ら

「https://

」
に
変
更
し
た
。
リ
ン
ク
を

貼
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ご
変
更

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１４ 月号

日本経団連 埼玉

埼
玉
県
経
営
者
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、「
使
い
や
す
さ
」
と
「
見

や
す
さ
」
の
向
上
を
目
指
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

埼
玉
県
の
発

展
を
支
え
る
経
済
団
体
の
情
報
提
供
サ
イ
ト
と
し
て
、
各
セ
ミ
ナ

ー
申
し
込
み
、
情
報
提
供
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
の
機
能
を
拡
充

（h
ttp
s
://w

w
w
.s
a
ita
m
a
k
e
ik
y
o
.o
r.jp

）

８・９
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新機能のご紹介 メールマガジン

登録された方に向けて定期的にセミナー開催案内など様々な情報を配信いたします。

メールマガジン配信をご希望の方は、以下の手順でメールアドレスをご登録願います。

１．トップページの右に並ぶボタンから

をクリックします。

２．表示された利用規約を確認し、

をクリックします。

３．「メルガマ受付」画面が表示されます。
入力欄に順番に入力していきます。
「＊」の付いています項目は必須入力です。
埼玉県経営者協会の「○会員」にチェックを必ず入れ
てください。
入力が終わりましたら、 ボタンをクリック
します。
※会社（企業の代表アドレス）だけでなく、個人として
の登録もいただけます。

４．確認画面に表示された内容で宜しければ ボタンを押してください。入力内容が送信されます。

５．入力内容送信後に下の送信完了画面が表示されます。

（登録内容を印刷できます。）

ご登録くださり、
誠にありがとうございました。

目

次

頁

�
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

一
〜
三

�
第
四
回
・
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

四

�
第
三
回
・
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

五

�
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

六

�
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

七

�
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

七

�
第
四
二
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

八
〜
九

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介

㈱
サ
イ
サ
ン
社
長
川
本
武
彦
氏
・
広

告

十
〜
十
一

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

十
二
〜
十
三

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十
四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
五

�
企
業
経
営
動
向
調
査

十
六
〜
十
九

�
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
・
衛
生

管
理
者
選
任
時
研
修

二
〇

�
青
年
部
会
七
月
例
会
・
家
族
会
二
一

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

二
二
〜
二
四

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
五

�
日
本
経
団
連
の
動
き

二
六

�
事
業
だ
よ
り
、
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な

こ
と
を
、
広
告

二
七

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き

二
八

― ２ ―



新機能のご紹介 本協会主催のセミナー等の申し込み機能

ホームページから本協会のセミナー等への申し込みをすることが可能となりました。

トップセミナー、特別セミナー等のお申し込み方法

１．トップページを表示し、「セミナ
ー・委員会 新着情報」の一覧か
ら、申し込むセミナー名をクリッ
クします。

２．「会員申込」をクリックします。

３．検索欄にお会社名を全角で入力し、
「検索」ボタンをクリックします。

４．検索結果が表示されます。「会員
名（企業名）」を選択し、「申込へ
進む」をクリックします。

５．「申込情報」、「参加者情報」の入力欄が表示されます。「申込情報」には検索結果を元に企業名などが入力さ
れます。「参加者情報」にご参加される方の役職名、氏名、フリガナ、ｅメールアドレスを入力します。入
力しましたら、 ボタンをクリックします。

６．左の画面が表示されれば、お申し
込みは完了です。
お申し込みくださり、どうもあり
がとうございました。

― ３ ―



平
成
二
六
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
な
ぜ�
改
革
�は
合
理
的
に
失
敗
す
る
の
か

〜
改
革
の
不
条
理
』と
題
し
て
、

慶
應
義
塾
大
学
教
授
菊
澤
研
宗
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の�
怒
る
技
術
�』と
題
し
て
、

話
し
方
研
究
所
会
長
福
田
健
氏
が
講
演

ビ
ジ
ネ
ス
で
、
政
治
で
、
よ
く
使
わ

れ
る
「
改
革
」
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
は
、

多
く
の
人
々
が
改
革
を
求
め
て
い
る
こ

と
の
表
れ
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ

の
割
に
は
「
改
革
が
う
ま
く
い
っ
た
」

と
い
う
話
は
あ
ま
り
聞
か
れ
ま
せ
ん
。

「
空
気
」
に
流
さ
れ
た
り
、「
非
効
率
」

が
放
置
さ
れ
た
り
…
。
当
事
者
は
合
理

的
に
考
え
「
改
革
」
を
推
進
し
て
い
て

も
、
結
果
的
に
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
。
正
に
改
革
は
不
条
理
な
の

で
す
。

こ
う
し
た
�
改
革
�
の
状
況
を
踏
ま

え
、
平
成
二
六
年
度
第
四
回
の
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
七
月
九
日
�
十
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
行
動
経
済
学
の
第

一
人
者
で
あ
る
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科

教
授

菊
澤

研
宗

氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
な
ぜ

�
改
革
�
は
合
理
的
に
失
敗
す
る
の
か

〜
改
革
の
不
条
理
』
と
題
し
て
開
催
さ

れ
、
四
五
名
が
参
加
し
た
。

菊
澤
氏
か
ら
は
、「
改
革
の
不
条
理
」

を
行
動
経
済
学
な
ど
の
理
論
を
用
い
て

分
析
。
企
業
の
組
織
変
革
か
ら
社
会
問

題
ま
で
、
多
様
な
事
例
を
も
と
に
改
革

が
�
合
理
的
に
失
敗
す
る
�
プ
ロ
セ
ス

を
明
ら
か
に
し
、「
改
革
」
を
遂
行
す

る
た
め
の
解
決
策
を
提
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
の
骨
子
は
以
下
の
通

り
。

□
講
演
の
骨
子

◇
多
発
す
る
企
業
不
祥
事
。
そ
の
よ
う

な
企
業
の
経
営
者
や
従
業
員
は
非
合

理
的
で
バ
カ
な
人
た
ち
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
企
業
の
経
営
者

や
従
業
員
は
非
倫
理
的
で
不
道
徳
な

人
た
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、

経
営
者
は
合
理
的
に
改
革
し
よ
う
と

し
た
が
、
結
果
的
に
不
正
に
導
か
れ

た
と
い
う
�
不
条
理
�
に
陥
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
従
業
員
一
人
ひ

と
り
は
、
合
理
的
に
改
革
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
失
敗
す
る

と
い
う
不
条
理
に
陥
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
不

条
理
な
現
象
が
な
ぜ
起
き
る
か
を
説

明
す
る
新
し
い
理
論
が
出
現
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
説
明
す
る
と
と
も
に
、

い
か
に
し
て
不
条
理
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
た
い
。

◇
ま
ず
人
間
は
物
質
・
肉
体
等
で
構
成

さ
れ
る
「
物
理
的
世
界
」、
感
情
・

欲
望
等
で
構
成
さ
れ
る
「
心
理
的
世

界
」、
知
識
・
観
念
等
で
構
成
さ
れ

る
「
知
性
的
世
界
」
の
三
つ
の
世
界

で
生
き
て
い
る
。

◇
人
間
は
、
物
理
的
世
界
だ
け
を
認
識

す
る
の
で
は
な
く
、
心
理
的
世
界
に

は
心
に
歪
み
（
バ
イ
ア
ス
）
が
あ
り
、

知
性
的
世
界
で

は
取
引
コ
ス
ト

が
存
在
し
、
そ

れ
を
認
識
す
る

た
め
に
不
条
理

に
陥
る
。
つ
ま

り
、
た
と
え
物

理
的
に
み
て
、

現
状
が
非
効
率

で
不
正
で
あ
っ

て
も
、
心
の
中

に
バ
イ
ア
ス
が
あ
り
、
取
引
コ
ス
ト

が
大
き
い
と
、
正
当
で
効
率
的
な
方

向
に
合
理
的
に
変
化
・
改
革
が
で
き

な
い
。

◇
経
営
者
が
、
よ
り
正
し
く
効
率
的
な

方
向
へ
と
企
業
組
織
を
改
革
す
る
場

合
、
従
業
員
を
め
ぐ
っ
て
心
の
バ
イ

ア
ス
を
緩
和
し
、
取
引
コ
ス
ト
を
小

さ
く
す
る
よ
う
な
多
元
的
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
意
識
的
に
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
。

◇
経
営
者
は
、
従
業
員
が
関
わ
る
物
理

的
世
界
、
心
理
的
世
界
、
知
性
的
世

界
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

多
元
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開
し

な
い
と
、
従
業
員
は
心
の
バ
イ
ア
ス

と
巨
大
な
取
引
コ
ス
ト
の
た
め
に
、

合
理
的
で
不
正
で
非
効
率
的
な
現
状

を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。

◇
つ
ま
り
、
た
と
え
物
理
的
に
み
て
、

現
状
が
非
効
率
的
で
不
正
で
あ
っ
て

も
、
心
の
中
に
バ
イ
ア
ス
が
あ
り
、

取
引
コ
ス
ト
が
大
き
い
と
、
正
当
で

効
率
的
な
方
向
へ
と
合
理
的
に
変

化
・
改
革
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

改
革
の
不
条
理
に
陥
る
の
で
あ
る
。

◇
改
革
の
不
条
理
を
避
け
る
た
め
に
は
、

物
理
的
世
界
、
心
理
的
世
界
、
知
性

的
世
界
と
い
っ
た
三
つ
の
世
界
に
意

識
的
か
つ
多
元
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
な
い
と
、
ど
ん
な
改
革
も
合

理
的
に
失
敗
す
る
の
で
あ
る
。

◇
現
代
の
日
本
企
業
に
必
要
な
の
は
、

実
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
よ

う
な
天
才
、
技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
細
や

か
な
多
元
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ

り
、
繊
細
な
多
元
的
戦
略
ア
プ
ロ
ー

チ
な
の
で
あ
る
。

平
成
二
六
年
度
第
五
回
の
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
七
月
二
八
日
�
十
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
累
計
一

質問も出された

講演風景

講演する菊澤研宗氏

― ４ ―



平
成
二
六
年
度
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
く
る
〜
共
通
番
号
制

度
の
実
務
イ
ン
パ
ク
ト
と
対
応
策
』と
題
し
て
、

㈱
富
士
通
総
研

経
済
研
究
所
主
席
研
究
員

榎
並
利
博
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
株
式
公
開
の
す
す
め
〜
さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
に
』

〜
東
京
証
券
取
引
所
・
野
村
證
券
・
本
会
三
者

共
催
に
よ
り
開
催

〇
〇
部
を
超
す
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録

し
た
「
職
場
は
『
話
し
方
』
で
九
割
変

わ
る
」
な
ど
の
著
者
で
、
そ
の
後
も
多

数
の
ご
著
書
で
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
記
録

し
て
い
る
、
話
し
方
研
究
所
会
長

福

田

健
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の�
怒
る
技
術
�」

と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
八
四
名
が
参
加

し
た
。

話
し
方
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
福

田
氏
か
ら
は
、「
本
気
を
伝
え
な
け
れ

ば
事
態
は
改
善
せ
ず
、
我
慢
す
る
の
は

か
え
っ
て
危
険
」、「
叱
る
と
き
、
上
司

に
反
論
す
る
と
き
、
世
の
中
の
不
当
な

行
為
を
糾
す
と
き
、
感
情
的
に
な
ら
ず

ど
う
怒
り
を
表
す
か
。
ま
た
そ
れ
を
ど

う
前
向
き
に
受
け
止
め
る
か
の
心
構
え

が
必
要
と
な
る
」
な
ど
、
日
頃
、
部
下

指
導
に
悩
む
、
経
営
者
、
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
を
対
象
に
、
頭
ご
な
し
に
怒
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

表
現
し
、
本
気
で
�
怒
る
�
効
用
に
つ

い
て
事
例
を
踏
ま
え
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
に
先
立
ち
埼
玉
県
文
化

振
興
課
課
長
小
池
要
子
氏
よ
り
文
化
振

興
基
金
の
運
営
状
況
の
説
明
並
び
に
基

金
へ
の
協
力
要
請
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
五
年
五
月
二
四
日
、「
行
政

手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）
が
参
議
院

本
会
議
で
与
野
党
の
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
七
年
十
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
及

び
法
人
番
号
を
通
知
す
る
作
業
と
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
、
そ
の

後
、
平
成
二
八
年
一
月
以
降
利
用
が
開

始
さ
れ
、
国
や
自
治
体
だ
け
で
な
く
、

特
に
社
会
保
障
や
税
に
お
い
て
民
間
企

業
を
含
む
広
範
囲
で
導
入
作
業
が
行
わ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
時

期
が
迫
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
対
す
る
関
心
が
低
い

の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
民
間
企
業
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

導
入
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
準
備
・

対
応
が
必
要
に
な
る
の
か
を
ご
認
識
い

た
だ
く
た
め
に
、
平
成
二
六
年
七
月
三

日
�
十
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
く
る

〜
共
通
番
号
制
度
の
実
務
イ
ン
パ
ク
ト

と
対
応
策
』
を
テ
ー
マ
に
第
三
回
特
別

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
四
三
名
が
参

加
し
た
。

講
師
は
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
、

行
政
経
営
等
を
研
究
分
野
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
、
㈱
富
士
通
総
研

経
済

研
究
所

主
席
研
究
員

榎
並

利
博

氏
で
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
つ
い
て
」、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
企
業
実
務
へ
の
影

響
」、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
と
将
来
展
望
」
等
に
つ
い
て
詳
し

い
解
説
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
講
演
終
了
後
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
グ

ル
ー
プ
の
Ａ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長
石
井
進
氏

よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
向
け

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
説
明

が
行
わ
れ
た
。

株
式
の
上
場
は
企
業
に
と
っ
て
、
資

金
調
達
や
そ
の
多
様
化
、
社
会
的
信
用

力
と
知
名
度
の
向
上
、
優
秀
な
人
材
の

確
保
、
従
業
員
の
士
気
の
向
上
及
び
社

内
管
理
体
制
の
充
実
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
す
る

た
め
に
、
多
く
の
企
業
が
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
株

式
公
開
）
を
目
指
し
て
お
り
、
一
時
落 講演風景

講演する福田健氏

ソリューションサービス
の説明をする石井進氏

参加者同士の意見交換も行われた

文化財振興基金について
説明し基金への協力を要
請する小池要子氏

講演する榎並利博氏
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平
成
二
六
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

ち
込
ん
だ
新
規
上
場
数
も
四
年
連
続
で

増
加
し
て
昨
年
は
五
八
社
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
に
入
っ
て
も
上
場
数
は
堅
調

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
改
め
て
Ｉ
Ｐ

Ｏ
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
東
京
証
券
取
引
所
上
場
推
進

部
、
野
村
證
券
さ
い
た
ま
支
店
と
本
会

の
三
者
共
催
で
『
株
式
公
開
の
す
す
め

〜
さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
に
』
と
題
し

て
、
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
七
月
二

三
日
�
十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
。
以
下
の
三
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
、

四
五
名
が
参
加
し
た
。

□
講
演
一

演
題
『
東
証
へ
の
上
場
の
ご
案
内
』

講
師

㈱
東
京
証
券
取
引
所

上
場

推
進
部
長

潮
田

一
成
氏

□
講
演
二

演
題
『
最
近
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
事

例
と
今
後
期
待
さ
れ
る
成
長
分
野
』

講
師

野
村
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
㈱
調
査
部
長

大

森

琢
也
氏

□
講
演
三

演
題
『
大
き
く
変
化
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ

準
備
の
ポ
イ
ン
ト
』

講
師

有
限
責
任

あ
ず
さ
監
査
法

人
企
業
成
長
支
援
本
部
パ
ー
ト
ナ
ー

公
認
会
計
士

杉
山
勝
氏

平
成
二
六
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員

会
は
、
七
月
十
五
日
�
一
三
時
三
〇
分

よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
発
達
障
害
者

支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」と
し
て
埼

玉
県
福
祉
部
福
祉
政
策
課
と
の
共
催
で

開
催
さ
れ
、
当
初
定
員
の
一
〇
〇
名
を

大
幅
に
上
回
る
一
七
一
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
埼
玉
県
福
祉
部
福
祉

政
策
課
政
策
幹
金
子
直
史
氏
の
開
会
挨

拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
、「
講
演
」、「
報

告
」、「
当
事
者
発
表
」の
順
で
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
昭
和
大
学
附
属
烏
山
病
院

精
神
保
健
福
祉
士
五
十
嵐
美
紀
氏
よ
り

「
発
達
障
害（
成
人
期
）の
基
礎
理
解
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
埼
玉
県
発

達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ジ
ョ

ブ
セ
ン
タ
ー
草
加
」
セ
ン
タ
ー
長
の
伊

藤
雅
義
氏
か
ら
「
発
達
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
」
と
題
す
る
報
告

が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
最
後
に
当
事
者
発
表
と
し
て
、

ソ
フ
マ
ッ
プ
㈱
川
越
店
峰
村
拓
典
氏
よ

り
、「
発
達
障
害
者
が
働
く
こ
と
」
と

題
し
報
告
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
発
達
障
害
者
支

援
の
必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
」「
発
達
障
害
者
へ
の
対
応
に
関
す
る

具
体
的
事
例
の
発
表
が
あ
り
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
後
も
本
会
で
は
発
達
障
害
者
支

援
・
雇
用
促
進
等
へ
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

名刺交換をする参加者

東
京
証
券
取
引
所

潮
田
一
成
氏

講
演
風
景

野
村
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー

大
森
琢
也
氏

金子直史氏

伊藤雅義氏

あ
ず
さ
監
査
法
人

杉
山
勝
氏

１７０名を超える参加者があった

五十嵐美紀氏

峰村拓典氏
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平
成
二
六
年
度
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
ア
セ
ア
ン
主
要
国
の
現
況
と
好
事
例
・
失
敗
事

例
に
み
る
ベ
ト
ナ
ム
進
出
・
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
ポ

イ
ン
ト
』を
テ
ー
マ
に
開
催

県
、本
会
、連
合
埼
玉
共
催

「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」の
事
業
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
三
講
座
を
開
催

平
成
二
六
度
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
八
月
二
六
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル

海
外
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

グ
ル

ー
プ
長

広
幡

勝
典

氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
ア
セ
ア
ン
主
要
国

の
現
況
と
好
事
例
・
失
敗
事
例
に
み
る

ベ
ト
ナ
ム
進
出
・
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
ポ

イ
ン
ト
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
三
〇

名
が
参
加
し
た
。
な
お
、
講
演
会
終
了

後
、
海
外
進
出
に
関
す
る
個
別
相
談
会

も
開
催
さ
れ
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

□
講
演
一
「
ア
セ
ア
ン
主
要
国
の
近
況
」

・
ア
セ
ア
ン
主
要
国
（
タ
イ
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
）
の
近
況

・
中
小
企
業
の
投
資
面
に
お
け
る
メ
リ

ッ
ト
と
リ
ス
ク

・
二
〇
一
五
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
連

携
と
中
小
企
業
が
考
慮
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト

□
講
演
二
「
最
近
の
日
系
製
造
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
に
み
る
ベ
ト
ナ
ム
進
出
・

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
」

・
進
出
検
討
企
業
・
既
進
出
企
業
に
み

る
最
近
の
動
向

・
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
進
出
・
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
ポ
イ
ン
ト

・
日
系
企
業
の
好
事
例
・
失
敗
事
例（
対

応
事
例
）
〜
パ
ー
ト
ナ
ー
選
定
、
生

産
委
託
、
販
売
拡
大
に
関
し
て

埼
玉
県
、
本
会
、
連
合
埼
玉
の
三
者

共
催
で
昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る

「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」
の
事
業
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
が
六
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
三
講
座
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
主
に
事
業
者
・
労
務
管

理
者
を
対
象
と
し
た
事
業
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
八
講
座
、
主
に
勤
労
者
を
対
象

と
し
た
勤
労
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
三
七

講
座
、
そ
し
て
、
労
使
が
共
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
労
使
共

通
課
題
セ
ミ
ナ
ー
一
講
座
の
合
計
四
六

講
座
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

実
務
に
必
要
な
労
働
法
や
社
会
保
障

制
度
の
知
識
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

方
法
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
「
事

業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
一
講
か
ら

第
三
講
は
い
ず
れ
も
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
開
催

の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

□
第
一
講

六
月
二
〇
日
�

演
題：

「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
労
働

法
基
礎
知
識
①
」

講
師：

法
政
大
学
法
学
部

講
師

山
本
圭
子
氏

参
加
者：

五
五
名

主
な
テ
ー
マ：

労
働
契
約
締
結
時
の

法
律
問
題
、
就
業
規
則
作
成
と
変
更

の
留
意
点
、
労
働
条
件（
主
に
賃
金
）

に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
解
説

□
第
二
講

六
月
二
五
日
�

演
題：

「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
労
働

法
基
礎
知
識
②
」

講
師：

法
政
大
学
法
学
部

講
師

山
本
圭
子
氏

参
加
者：

六
一
名

主
な
テ
ー
マ：

労
働
条
件
（
労
働
時

間
、
休
日
・
休
暇
）
に
関
す
る
ポ
イ

ン
ト
解
説
、
労
働
契
約
の
終
了
に
関

す
る
企
業
の
留
意
点

□
第
三
講

八
月
二
一
日
�

演
題：

「
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し

た
雇
用
管
理
の
実
務
」

講
師：

社
会
保
険
労
務
士

北
岡
大

介
氏

参
加
者：

三
四
名

主
な
テ
ー
マ：

○
有
期
契
約
社
員
、
限
定
正
社
員
な

ど
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
多

様
な
働
き
方
の
類
型

○
労
働
者
派
遣
法
、
労
働
契
約
法
、

パ
ー
ト
労
働
法
、
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
な
ど
の
法
改
正
や
見
直
し

の
ポ
イ
ン
ト

○
無
期
転
換
、
就
業
規
則
見
直
し
な

ど
、
法
改
正
に
よ
る
企
業
の
実
務

対
応

講演する広幡勝典氏

第２講 ６月２５日� 会場の様子

講演風景

個別相談会

第１講 ６月２０日�
講師 山本圭子
法政大学法学部講師

第３講 ８月２１日�
講師 北岡大介
社会保険労務士
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第
四
十
二
回
目
と
な
る
本
会
主
催
の

埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
（
埼
玉
県
剣

道
連
盟
・
埼
玉
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
埼
玉

後
援
、
埼
玉
県
剣
道
連
盟
北
本
支
部
主

管
）
が
七
月
六
日
�
、
北
本
市
の
解
脱

錬
心
舘
で
開
催
さ
れ
、
二
十
一
社
か
ら

監
督
も
含
め
一
二
〇
名
が
参
加
、
役
員
、

審
判
、
係
員
、
応
援
の
方
々
も
含
め
約

二
〇
〇
名
が
一
同
に
会
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
毎
年
七
月
第
一
週
の

日
曜
日
に
開
催
し
て
お
り
、
真
夏
の
暑

さ
の
中
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
昨
年
度

の
優
勝
旗
・
優
勝
杯
返
還
に
続
き
、
大

会
会
長
の
西
村
和
義
本
会
会
長
が
主
催

者
挨
拶
、
そ
の
後
、
大
会
副
会
長
の
野

澤
治
雄
埼
玉
県
剣
道
連
盟
会
長
に
ご
挨

拶
い
た
だ
き
、
審
判
長
の
向
田
信
行
教

士
八
段
か
ら
試
合
上
の
諸
注
意
を
い
た

だ
い
た
。
引
き
続
き
、
昨
年
度
個
人
戦

四
段
以
上
の
部
優
勝
の
伊
田
テ
ク
ノ

ス
・
奥
島
和
泉
選
手
の
力
強
い
選
手
宣

誓
後
、
個
人
戦
の
部
か
ら
試
合
が
開
始

さ
れ
た
。

個
人
戦
は
、
女
子
の
部
が
六
試
合
、

三
段
以
下
の
部
は
三
十
三
試
合
、
四
段

以
上
の
部
は
六
十
試
合
が
行
わ
れ
、
女

子
の
部
決
勝
は
一
昨
年
、
昨
年
に
引
き

続
き
大
塚
家
具
に
よ
る
同
僚
対
決
と
な

り
、
木
村
穂
乃
香
（
大
塚
家
具
）
が
河

田
好
（
大
塚
家
具
）
を
メ
ン
の
一
本
勝

ち
で
下
し
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
三
段
以

下
の
部
で
は
工
藤
数
馬
（
伊
田
テ
ク
ノ

ス
）
が
昨
年
こ
の
部
で
優
勝
の
中
石
吉

郎
（
日
本
通
運
）
を
メ
ン
二
本
で
下
し

こ
ち
ら
も
初
優
勝
と
な
っ
た
。
ま
た
、

六
十
一
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
激
戦
と

な
っ
た
四
段
以
上
の
部
で
は
、
決
勝
で

栄
花
友
彦
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）
が
藤
武

司
（
ヤ
マ
ガ
タ
）
を
コ
テ
の
一
本
勝
ち

で
制
し
、
こ
ち
ら
も
初
優
勝
と
な
っ
た
。

毎
年
エ
ン
ト
リ
ー
数
が
多
い
四
段
以
上

の
部
で
は
八
年
連
続
で
伊
田
テ
ク
ノ
ス

の
選
手
が
優
勝
を
飾
っ
て
い
る
。

午
後
か
ら
の
団
体
戦
に
は
三
名
一
組

（
先
鋒
・
中
堅
・
大
将
）
で
十
五
の
企

業
か
ら
二
十
六
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
、

応
援
も
個
人
選
と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲

気
で
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
緊
迫
し

た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ベ
ス
ト
四
に
勝
ち
進
ん
だ
の
は
伊
田

テ
ク
ノ
ス
の
三
チ
ー
ム
と
日
本
通
運
の

Ａ
チ
ー
ム
。
準
決
勝
の
第
一
試
合
で
は

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ
ー
ム
と
日
本
通
運

Ａ
チ
ー
ム
が
対
戦
、
二
対
〇
で
日
本
通

運
Ａ
が
決
勝
に
進
み
、
第
二
試
合
で
は

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム
が
若
手
で
メ

ン
バ
ー
を
揃
え
た
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｃ
チ

ー
ム
を
二
対
〇
で
下
し
、
決
勝
に
進
出

し
た
。
決
勝
で
は
日
本
通
運
Ａ
チ
ー
ム

（
松
田
、
中
石
、
志
賀
）
が
伊
田
テ
ク

ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム
（
吉
村
、
石
山
、
栄
花

友
）
を
二
対
一
の
僅
差
で
破
り
、
団
体

戦
で
は
八
連
覇
し
て
い
た
伊
田
テ
ク
ノ

ス
に
代
わ
り
、
九
年
ぶ
り
三
度
目
の
栄

冠
に
輝
い
た
。

決
勝
で
は
先
峰
、
中
堅
で
一
対
一
と

な
り
勝
負
は
大
将
戦
に
託
さ
れ
た
。
日

本
通
運
大
将
の
志
賀
隆
史
は
そ
の
長
身

を
活
か
し
メ
ン
を
二
本
決
め
、
九
年
ぶ

り
団
体
優
勝
に
貢
献
し
た
。
試
合
後
、

日
本
通
運
Ａ
の
津
田
監
督
は
、「
こ
の

大
会
で
の
優
勝
を
糧
に
、
全
日
本
で

の
優
勝
も
目
指
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
本
会
会
員
企
業
の

体
育
文
化
活
動
を
支
援
す
る
事
業
と

し
て
昭
和
四
五
年
に
「
埼
玉
県
経
営

者
協
会
剣
道
大
会
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
、
今
年
で
四
二
回
目
を
迎
え
た
。

平
成
一
三
年
の
第
二
九
回
大
会
か
ら

は
埼
玉
県
剣
道
連
盟
の
承
認
を
得
て

「
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
」
と
改

称
、
毎
年
、
全
国
大
会
で
も
活
躍
し

て
い
る
選
手
や
団
体
な
ど
も
参
加
し

て
い
る
が
、
普
段
は
あ
ま
り
対
外
試

合
経
験
が
な
く
、
こ
の
大
会
で
腕
試

し
し
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
願
う
方
ま
で
幅
広
い
層
の
方
が
参
加

し
て
い
る
。

当
日
は
、
埼
玉
新
聞
社
の
報
道
記
者

の
方
も
取
材
に
訪
れ
、
大
会
の
模
様
は

埼
玉
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
で
も

紹
介
さ
れ
た
。

監督含む

日
本
通
運
が
九
年
ぶ
り
に
団
体
戦
制
す

第第
四四
十十
二二
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
催催

第４２回埼玉県実業団剣道大会参加状況
（社名５０音順、エントリー状況）

合計
参加人数

１５

１

６

１４

３

６

３

５

１

５

３

１

１５

２

１３

１

７

４

１

８

６

１２０

団 体 戦

団体のみ

３

８

１

２

１

２

１

１８

チーム数

３

２

２

１

２

１

１

１

１

３

２

２

１

２

２

２６

個 人 戦

計

１２

１

６

６

３

６

３

４

１

３

３

１

１５

２

１２

１

７

４

１

６

５

１０２

女子

３

１

１

１

１

７

四段以上

９

１

４

１

３

３

３

１

１

１４

２

８

１

１

４

１

３

１

６１

三段以下

３

２

２

３

３

３

１

２

１

３

６

２

３

３４

会 社 名

伊 田 テ ク ノ ス ㈱

EY 税 理 士 法 人

㈱エヌ・ティ・ティ・データ

㈱ 大 塚 家 具

梶 原 工 業 ㈱

㈱ 関 越 物 産

関 東 化 学 ㈱

グローリー㈱埼玉工場

解 脱 錬 心 館

㈱ シ モ ン

テンプスタッフ㈱

㈱中川機器製作所

日 本 通 運 ㈱

日 本 電 波 工 業 ㈱

東日本旅客�道㈱

㈱ 堀 河 製 作 所

㈱本田技術研究所

㈱ ヤ マ ガ タ

山 下 ゴ ム ㈱

UDトラックス㈱

楽 天 ㈱

合計

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

西
村
和
義
大
会
会
長

（
本
会
会
長
）
挨
拶

野
澤
治
雄
大
会
副
会
長

（
埼
玉
県
剣
道
連
盟
会
長
）
挨
拶

試
合
開
始
前
の
優
勝
旗
・
優
勝
杯
返
還

― ８ ―



第４２回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

個人戦
〈女子の部〉
決 勝 木村 メ ― 河田
優 勝 木村穂乃香（大塚家具）
準優勝 河田 好（大塚家具）
〈三段以下の部〉
準決勝 工藤 メコ ― 近藤
準決勝 中石 反メ ― 牧野
決 勝 工藤 メメ ― 中石
優 勝 工藤 数馬（伊田テクノス）
準優勝 中石 吉郎（日本通運）
三 位 近藤 淑記（伊田テクノス）
三 位 牧野臨太郎（楽天）
〈四段以上の部〉
準決勝 栄花 コ ― 柴田
準決勝 藤武 ツ ― 木村
決 勝 栄花 コ ― 藤武
優 勝 栄花 友彦（伊田テクノス）
準優勝 藤武 司（ヤマガタ）
三 位 柴田 優貴（日本通運）
三 位 木村 哲郎（東日本旅客�道）
団体戦
準決勝
日本通運Ａ ２―０ 伊田テクノスＢ
準決勝
伊田テクノスＡ ２―０ 伊田テクノスＣ
決 勝
日本通運Ａ ２―１ 伊田テクノスＡ
先鋒 松田 メ ― 吉村
中堅 中石 ― コメ 石山
大将 志賀 メメ ― 栄花
優 勝 日本通運Ａ（松田、中石、志賀）
準優勝 伊田テクノスＡ（吉村、石山、栄花友）
三 位 伊田テクノスＢ（中山、奥島、栄花元）
三 位 伊田テクノスＣ（柴�、近藤、工藤）

第４２回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助・後援企業

広告掲載企業

賛助・後援企業

伊田テクノス㈱
東和アークス㈱
日本通運㈱
㈱埼玉りそな銀行
東日本電信電話㈱埼玉支店
栄光武道具㈱
武州ガス㈱
丸和工業㈱
UDトラックス㈱

三国コカ・コーラボトリング㈱
（公財）埼玉県剣道連盟
㈱テレビ埼玉
㈱埼玉新聞社

団
体
戦
優
勝

日
本
通
運
Ａ
チ
ー
ム

三
段
以
下
の
部

優
勝

工
藤
数
馬
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

四
段
以
上
の
部

優
勝

栄
花
友
彦
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

団
体
戦
決
勝

右
�
日
本
通
運
Ａ
チ
ー
ム

左
�
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

女
子
の
部

優

勝

木
村
穂
乃
香（
大
塚
家
具
）（
右
）

準
優
勝

河
田

好（
大
塚
家
具
）（
左
）

― ９ ―
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こ
の
人
は
、
何
事
に
も
徹
底
す
る
人
。

「
仕
事
で
も
遊
び
で
も
自
分
が
や
り
切
っ
た
と
い

う
充
実
感
を
得
る
た
め
、
何
事
も
徹
底
的
に
や
り
通

す
」。「
た
と
え
一
瞬
の
出
来
事
で
も
楽
し
く
充
実
し

て
い
な
い
と
つ
ま
ら
な
い
。
一
生
懸
命
や
る
こ
と
は
、

自
分
の
た
め
で
も
あ
り
、
仲
間
、
社
員
、
そ
し
て
お

客
様
の
た
め
で
も
あ
る
」
と
語
る
川
本
武
彦
㈱
サ
イ

サ
ン
代
表
取
締
役
社
長
。
こ
の
感
覚
は
経
営
者
に
な

っ
て
か
ら
気
づ
い
た
と
い
う
。
学
生
時
代
は
単
純
に

そ
の
場
が
楽
し
け
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
た
。

サ
イ
サ
ン
本
社
の
正
面
玄
関
を
入
る
と
、
書
道
家

金
田
石
城
氏
作
の
「
凡
事
徹
底
」
と
い
う
大
き
な
額

が
掲
げ
て
あ
る
。
サ
イ
サ
ン
の
理
念
で
も
あ
り
、
川

本
社
長
が
社
長
就
任

後
あ
ら
た
め
て
胸
に

刻
ん
だ
言
葉
で
も
あ

る
。川

本
社
長
は
二
〇

〇
一
年
（
平
成
一
三

年
）
一
月
一
日
、
三

六
歳
の
時
、
㈱
サ
イ

サ
ン
の
三
代
目
と
し

て
社
長
に
就
任
し
た
。

二
代
目
の
故
川
本
宜

彦
氏
が
「
二
一
世
紀

は
代
表
権
を
長
男
の

武
彦
に
託
す
」
と
数

年
前
か
ら
決
め
て
い

た
こ
と
で
、
有
言
実

行
、
一
月
一
日
に
新
世
紀
・
新
社
長
・
新
体
制
と
し

て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
だ
。

若
き
社
長
に
と
っ
て
は
、
祖
父
の
初
代
川
本
二
郎

氏
、
二
代
目
の
父
宜
彦
氏
の
存
在
と
功
績
は
大
き
く
、

「
こ
れ
か
ら
の
サ
イ
サ
ン
を
自
分
が
ど
の
よ
う
に
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
が
不
安
だ
っ
た
。
し
か

し
、
サ
イ
サ
ン
の
経
営
の
根
幹『
お
客
様
第
一
主
義
』

と
『
大
家
族
主
義
』
そ
し
て
、『
保
安
・
安
全
の
確

保
』
を
継
承
し
、
そ
れ
を
原
点
と
し
て
さ
ら
に
自
分

流
の
風
を
吹
き
込
め
れ
ば
新
生
サ
イ
サ
ン
と
し
て
着

実
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
と
い
う
自
信
と
意
気
込
み

も
あ
っ
た
」
と
就
任
当
時
を
振
り
返
る
。

川
本
社
長
は
、
旧
大
宮
市
・
現
さ
い
た
ま
市
大
宮

区
出
身
で
、
桜
木
小
学
校
卒
。
現
在
は
大
宮
駅
西
口

と
し
て
ビ
ル
群
が
建
ち
並
ん
で
い
る
が
、
昭
和
四
十

年
代
は
ま
だ
ま
だ
自
然
豊
か
な
環
境
で
あ
っ
た
。
幼

少
期
は
、
昆
虫
や
ザ
リ
ガ
ニ
、
魚
な
ど
生
き
物
が
大

好
き
で
、
採
集
と
観
察
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
。
中
学
校
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
学
校
に
進
み

た
い
と
願
い
、
玉
川
学
園
中
学
部
を
受
験
、
合
格
し

単
身
入
寮
生
活
と
な
っ
た
。
入
寮
す
る
と
、
ま
る
で

軍
隊
の
よ
う
に
厳
し
く
規
律
を
重
ん
じ
る
生
活
だ
っ

た
が
、
仲
間
も
い
た
こ
と
か
ら
そ
れ
程
苦
に
は
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
玉
川
学
園
高
等
部
、
玉
川
大
学
へ
と
進

学
、
卒
業
後
、
父
宜
彦
氏
の
薦
め
で
矢
崎
総
業
に
入

社
、
サ
イ
サ
ン
の
後
継
者
に
な
る
た
め
武
者
修
行
。

入
社
三
年
後
に
は
ア
メ
リ
カ
矢
崎
㈱
に
出
向
。
ア
メ

リ
カ
で
四
年
間
過
ご
し
た
時
期
は
丁
度
日
本
の
バ
ブ

ル
期
で
、「
異
国
に
い
た
か
ら
日
本
の
姿
を
冷
静
に

判
断
で
き
た
。
日
本
に
帰
国
し
て
も
地
に
足
を
着
け

た
経
営
を
し
よ
う
」
と
心
に
誓
っ
た
と
い
う
。

帰
国
後
、
一
年
で
矢
崎
総
業
を
退
社
、
サ
イ
サ
ン

に
入
社
し
、
次
期
社
長
と
し
て
の
経
営
哲
学
や
人
事

交
流
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
学
ん
で
い
く
。

社
長
就
任
後
、
ま
ず
手
が
け
た
こ
と
は
挨
拶
の
励

行
と
、
社
員
名
札
、
社
員
バ
ッ
ヂ
な
ど
の
着
用
義
務

付
け
。「
決
め
ご
と
は
き
ち
ん
と
守
る
」
を
合
言
葉

に
社
員
に
実
行
さ
せ
た
。
三
年
間
徹
底
し
て
厳
し
く

言
い
続
け
、
現
在
は
、
サ
イ
サ
ン
社
員
の
挨
拶
、
電

話
応
対
な
ど
は
お
客
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
か
ら

の
評
価
も
高
い
。

ま
た
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
た
海
外
展
開
を
さ
ら

に
推
進
し
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
で
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
事
業
、
豪
州
で
は
ア
ク
ア
事
業
な
ど
を
展
開
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
も
含
め
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

及
び
生
活
関
連
事
業
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
」
に
向
け
邁
進
し
、
社

長
就
任
後
は
順
調
に
売
上
を
伸
ば
し
、
現
在
の
連
結

売
上
高
は
八
四
〇
億
円
に
ま
で
成
長
し
た
。
そ
し
て
、

お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提

案
す
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
�
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ

ー
ト
ナ
ー
�
を
目
指
し
て
い
る
。

企
業
が
成
長
し
て
も
、
サ
イ
サ
ン
の
根
底
に
あ
る

の
は
『
企
業
は
人
な
り
』
と
い
う
考
え
。
お
客
様
の

満
足
と
と
も
に
社
員
の
満
足
も
念
頭
に
置
い
た
経
営

を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
女
性
、
年
配

者
、
外
国
人
、
障
害
者
な
ど
多
様
な
属
性
を
持
っ
た

人
材
が
活
躍
で
き
る
組
織
を
目
指
し
、「
今
後
ま
す

ま
す
多
様
化
す
る
お
客
様
の
要
望
に
対
し
、
お
応
え

す
る
た
め
に
は
、
組
織
も
多
様
化
し
た
方
が
よ
り
対

応
力
が
強
く
な
る
」
と
力
説
し
た
。

今
年
九
月
で
五
〇
歳
を
迎
え
た
川
本
社
長
。「
経

営
者
と
し
て
は
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
の
半
分
も
や
れ

て
い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
」
と
夢
と
野
望
を
膨

ら
ま
せ
る
。「
今
欲
し
い
の
は
一
人
の
自
由
な
時
間
。

南
の
島
で
の
ん
び
り
読
書
で
も
し
た
い
」
と
何
事
も

徹
底
し
て
行
う
多
忙
な
社
長
が
本
音
を
も
ら
し
た
が
、

「
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
人
間
と
し
て
経
営
者
と
し
て

欲
と
興
味
は
失
い
た
く
な
い
。
今
後
も
初
め
て
の
こ

と
へ
の
挑
戦
や
色
々
な
人
と
の
出
会
い
に
刺
激
を
求

め
て
い
き
た
い
」
と
微
笑
ん
だ
。

家
族
は
妻
と
大
学
生
の
長
女
、
高
校
生
の
長
男
の

四
人
。
子
ど
も
た
ち
に
は
ぜ
ひ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
養
う
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
。

〔
ご
略
歴
〕

昭
和
三
九
年

さ
い
た
ま
市
出
身

昭
和
六
三
年

玉
川
大
学
工
学
部
経
営
工
学
科
卒
業

同

年

矢
崎
総
業
㈱
入
社

平
成

二
年

ア
メ
リ
カ
矢
崎
㈱
出
向

平
成

六
年

矢
崎
総
業
㈱
財
務
室
海
外
財
務
部
勤

務

平
成

七
年

㈱
サ
イ
サ
ン
入
社

会
長
室
、
経
営
企
画
室
勤
務
を
経
て

平
成

十
年

同
社
取
締
役
副
社
長
に
就
任

平
成
一
三
年

同
社
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

〔
公
職
等
〕

平
成
二
二
年

一
般
社
団
法
人
日
本
産
業
・
医
療
ガ

ス
協
会
医
療
ガ
ス
部
門

評
議
員

同

年

一
般
社
団
法
人
全
国
高
圧
ガ
ス
溶
材

組
合
連
合
会

常
任
評
議
員

平
成
二
四
年

一
般
社
団
法
人
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

理
事
（
執
行
役
員
）

同

年

日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協
議
会

会
長

平
成
二
六
年

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

理
事

株
式
会
社
サ
イ
サ
ン

代
表
取
締
役
社
長

川
本
武
彦
氏

㈱
サ
イ
サ
ン

川
本
武
彦
代
表
取
締
役
社
長
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当
社
は
、
１
９
４
５
年
埼
玉
県
川
越

市
に
「
埼
玉
酸
素
販
売
所
」
と
し
て
創

業
し
、
溶
接
用
の
酸
素
な
ど
の
高
圧
ガ

ス
を
ボ
ン
ベ
に
入
れ
て
、
鉄
工
所
な
ど

に
販
売
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
�
お
客
様
第
一
主
義
�
な
ら
び

に
�
保
安
・
安
全
の
確
保
�
を
最
重
点

に
お
い
て
、
家
庭
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
中
心

に
、
産
業
用
・
医
療
用
向
け
各
種
高
圧

ガ
ス
の
供
給
、
お
よ
び
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
宅
配
事
業
や
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

な
ど
総
合
生
活
関
連
商
品
を
幅
広
く
お

客
さ
ま
に
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
電
力
事
業
や
国
内
４
カ
所
で
の
都

市
ガ
ス
事
業
（
熱
海
ガ
ス
・
常
磐
共
同

ガ
ス
・
鬼
怒
川
ガ
ス
・
伊
奈
都
市
ガ
ス
）

の
拡
大
、
な
ら
び
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
０
３
年
、
新
た
に
グ
ル
ー
プ
の

統
一
事
業
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
「G

as
O
ne

（
ガ
ス
ワ
ン
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。「G

as
O
ne

」
の
�
ワ
ン
�
は
、
お

客
さ
ま
に
と
っ
て
一
番
に
な
る
こ
と
、

地
域
で
一
番
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
会

社
、
そ
し
て
、
ガ
ス
業
界
ひ
い
て
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
業
界
で
一
番
を
目
指
す
と
い

う
意
志
を
込
め
て
お
り
ま
す
。

当
社
は
お
客
さ
ま
の
視
点
に
立
ち
、

国
内
外
と
も
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
そ

の
地
域
に
最
適
で
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
提
案
す
る
�
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
者
�
と
し
て
、「
お
客
さ
ま
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
ウ
ォ
ー
タ
ー
ワ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ワ
ン
は
、
山
梨
県
富
士

吉
田
市
の
富
士
山
山
麓
の
地
下
２
０
３

�
か
ら
汲
み
上
げ
た
天
然
水
で
す
。
山

梨
県
富
士
吉
田
市
の
自
社
工
場
に
て
製

造
か
ら
品
質
管
理
ま
で
一
貫
し
た
シ
ス

テ
ム
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
新
た
に
「
沖
縄
久
米
島
工
場
」
を

開
設
し
、
独
自
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ

ム
で
４７
都
道
府
県
の
お
客
さ
ま
へ
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

■
リ
フ
ォ
ー
ム
・
ワ
ン

G
as
O
ne

グ
ル
ー
プ
の
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
部
門
と
し
て
、
ご
家
族
の
成
長

と
共
に
変
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
、内
装
・
外
装
・
外
構
リ
フ
ォ
ー

ム
・
住
宅
設
備
機
器
ま
で
総
合
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ

ま
の
身
近
な
存
在
で
あ
るG

as
O
ne

グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
『
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
』
を
ご
提
案

い
た
し
ま
す
。

■
エ
ネ
ワ
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
携
わ
る
地
域
密

着
型
企
業
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

に
参
入
し
、
埼
玉
県
寄
居
町
「
エ
ネ
ワ

ン

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
寄
居
」・
山
口

県
防
府
市
「
エ
ネ
ワ
ン

ソ
ー
ラ
ー
パ

ー
ク
防
府
」・
青
森
県
六
ヶ
所
村
「
エ

ネ
ワ
ン

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
六
ヶ
所

村
」・
福
岡
県
宗
像
市
「
エ
ネ
ワ
ン

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
宗
像
」・
静
岡
県
御

殿
場
市
「
エ
ネ
ワ
ン

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー

ク
御
殿
場
」
の
５
カ
所
で
発
電
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

■
海
外
事
業

創
業
１
０
０
周
年
に
当
た
る
２
０
４

５
年
に
は
「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
及
び

生
活
関
連
事
業
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
に
な
る
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
す

で
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
を
中
心
に
、中
国
・

モ
ン
ゴ
ル
・
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
進
出
し
、

本
年
１
月
に
は
ア
ク
ア
事
業
と
し
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
進
出
し
ま
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用
、
育
成
を
含
め

た
取
組
み
と
し
て
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

化
」
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
社
会
貢
献
活
動

環
境
保
全
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
「
公
益
財
団
法
人
サ
イ
サ

ン
環
境
保
全
基
金
」
を
通
じ
て
、
埼
玉

県
に
お
け
る
環
境
保
全
に
関
す
る
自
主

的
な
非
営
利
・
民
間
活
動
に
対
す
る
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と

と
も
に
歩
ん
で
い
く
企
業
を
目
指
し
、

少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
、
並
び
に
缶
飲

料
の
プ
ル
ト
ッ
プ
を
車
椅
子
に
変
え
て

病
院
・
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
贈
す
る
活

動
な
ど
を
続
け
て
い
ま
す
。

会員企業紹介

「「
おお
客客
ささ
まま
にに
とと
っっ
てて
最最
もも
身身
近近
なな

ホホ
ーー
ムム
・・
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
」」
株式会社
サイサン

ガ
ス
ワ
ン
パ
ー
ク
上
尾

ウ
ォ
ー
タ
ー
ワ
ン
サ
ー
バ
ー

エ
ネ
ワ
ン

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
寄
居
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昭
和
三
五
年
、
創
業
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
高
松
氏
と
門
脇
氏
（
現

門
脇
佳
典
社
長
の
父
）
の
「
高
」

と
「
脇
」
の
一
文
字
づ
つ
を
と
り
、

高
脇
組
と
し
て
創
業
、
昭
和
三
八

年
に
は
株
式
会
社
高
脇
基
礎
工
事

に
組
織
変
更
し
設
立
し
た
当
社
は
、

昨
年
度
、
設
立
五
〇
周
年
を
迎
え

た
。こ

れ
を
節
目
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

五
五
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
次
の
五
年
間
の
中
期
計
画
と

し
て
、「
農
業
法
人
へ
の
進
出
」、

「
海
外
展
開
」、「
補
修
技
術
の
習

得
」
な
ど
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

の
挑
戦
に
邁
進
し
て
い
る
。

高
脇
基
礎
工
事
は
主
に
官
庁
発

注
工
事
の
下
請
け
と
し
て
基
礎
工

事
部
門
を
請
負
い
、豊
富
な
実
績
・

機
械
・
工
法
を
背
景
に
、
関
東
一

円
の
公
共
工
事
を
中
心
に
数
々
の

基
礎
工
事
を
手
が
け
、
そ
の
技
術

力
と
独
創
的
な
工
法
開
発
は
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。
中
で
も
得

意
分
野
は
河
川
・
護
岸
工
事
、
下

水
道
整
備
な
ど
で
あ
る
。

県
土
に
占
め
る
河
川
面
積
が
日

本
一
の
埼
玉
県
は
「
川
の
国

埼

玉
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
川
の

国
に
と
っ
て
、
河
川
の
整
備
は
重

要
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、

自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
川
の

再
生
」
事
業
も
重
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
。
当
社
が
行
う
河
川
・
護

岸
工
事
は
、
ま
さ
に
そ
の
取
り
組

み
を
実
現
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
工
事
で
あ
る
。

門
脇
佳
典
社
長
は
、
平
成
一
六

年
、
四
〇
歳
の
と
き
に
、
現
在
は

相
談
役
の
父
か
ら
後
継
し
社
長
に

就
任
、
現
在
五
一
歳
。
就
任
当
時

は
周
り
の
人
に
も
助
け
ら
れ
、
無

我
夢
中
で
走
っ
て
き
た
が
、
社
長

業
の
本
当
の
大
変
さ
は
最
近
感
じ

た
と
い
う
。
そ
の
大
変
さ
を
特
に

感
じ
て
い
る
の
は
従
業
員
教
育
な

ど
人
材
の
育
成
。
特
に
若
年
者
は

毎
年
定
期
採
用
し
て
も
離
職
者
が

目
立
つ
。

賃
金
や
福
利
厚
生
面
な
ど
の
労

働
条
件
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、

階
層
別
社
内
教
育
の
実
施
や
外
部

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
参
加
も
社
長

自
ら
範
を
示
し
、
呼
び
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
全
社
員
を
対
象
に
昇

格
の
際
に
は
、
そ
の
資
格
に
応
じ

た
通
信
教
育
の
受
講
・
合
格
を
必

須
と
し
て
い
る
。

門
脇
社
長
は
、「
社
員
に
は
失

敗
し
て
も
良
い
か
ら
常
に
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
。
私
自
身
は
『
人
』

の
能
力
を
成
長
さ
せ
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と

思
い
を
語
り
、「
現
在
手
が
け
始

め
て
い
る
ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
に
本
格
参
入
し
、
現
地
に

対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
企
業

と
し
て
も
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
掲
げ
た
。

㈱
井
上
建
築
工
学
設
計
事
務
所

は
、
井
上
忠
孝
社
長
が
三
〇
歳
の

と
き
独
立
し
昭
和
五
二
年
に
設
立

し
た
会
社
。

井
上
社
長
は
現
在
六
七
歳
。
建

築
家
と
し
て
の
夢
と
ポ
リ
シ
ー
を

持
ち
続
け
て
い
る
。
群
馬
県
前
橋

市
の
出
身
で
、
中
学
二
年
の
時
に

は
何
ら
か
の
形
で
住
宅
建
築
に
関

わ
り
た
い
と
の
夢
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
前
橋
の
工
業

高
校
の
建
築
科
に
進
学
、
そ
し
て

上
京
、
工
学
院
大
学
工
学
部
建
築

科
で
設
計
を
学
ぶ
う
ち
に
設
計
の

面
白
さ
を
感
じ
、
二
八
歳
の
と
き

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
一
級
建

築
士
を
取
得
し
た
。

独
立
後
、
仕
事
が
定
着
す
る
ま

で
は
苦
労
し
た
が
、
不
思
議
と
節

目
節
目
に
は
知
人
や
親
戚
達
に
助

け
ら
れ
、
小
さ
な
事
務
所
で
あ
る

が
ゆ
え
の
利
点
�
機
動
力
、
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
き
め
細
か
さ
、

そ
し
て
社
員
を
含
め
設
計
士
と
営

業
マ
ン
の
両
面
を
兼
ね
備
え
る
柔

軟
な
提
案
姿
勢
な
ど
が
評
判
と
な

り
、
着
実
に
売
上
を
伸
ば
す
こ
と

と
な
っ
た
。

現
在
は
、
医
療
・
介
護
系
の
建

物
設
計
を
メ
イ
ン
に
、
一
般
住
宅
、

マ
ン
シ
ョ
ン
も
手
が
け
、
近
年
は

行
政
の
公
共
施
設
な
ど
の
設
計
も

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
も
当
社
の

安
全
・
安
心
に
対
す
る
配
慮
の
姿

勢
や
基
本
設
計
思
想
は
生
か
し
つ

つ
も
特
徴
あ
る
ア
イ
デ
ア
の
提
案

な
ど
が
認
め
ら
れ
た
成
果
で
も
あ

る
。井

上
社
長
は
、「
環
境
に
優
し

く
自
然
に
溶
け
込
む
温
か
い
住
ま

い
づ
く
り
を
心
が
け
た
い
。
現
在

の
会
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
イ
マ

ジ
ン
ア
ン
ド
カ
ラ
ー
（
創
造
を
か

た
ち
に
す
る
）』。
基
本
を
ベ
ー
ス

に
創
造
力
豊
か
な
設
計
を
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

そ
し
て
、「
事
業
家
と
し
て
は
、

現
状
業
務
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
事

業
を
継
承
し
て
い
き
、
自
分
は
七

〇
歳
を
機
に
経
営
か
ら
は
引
退
し
、

老
後
は
一
人
の
建
築
家
と
し
て
自

分
の
思
い
や
個
性
を
一
〇
〇
％
活

か
せ
る
よ
う
な
家
づ
く
り
が
夢
」

と
、
建
築
家
と
し
て
熱
く
語
っ
た
。

なな話話題題 北北 中中 南南 西西

北
部
㈱
高
脇
基
礎
工
事

「�
安
心
�で
き
る
地
域
社
会
の

確
立
を
目
指
し
、次
の
五
〇
年
へ
」

中
部
㈱
井
上
建
築
工
学
設
計
事
務
所

「
自
然
に
溶
け
込
む

温
か
い
住
ま
い
づ
く
り
」

DATA
会 社 名：㈱高脇基礎工事
所 在 地：北本市深井４‐１８８
電 話：０４８‐５４１‐２６５３
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５４２‐７１６８
Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.takawaki.co.jp
代 表 者：代表取締役社長 門脇佳典
創 業：昭和３５年２月
設 立：昭和３８年４月
資 本 金：４億４，３３２万円
従業員数：９６名
事業内容：専門工事業（基礎工事業）

DATA
会 社 名：㈱井上建築工学設計事務所
所 在 地：さいたま市北区櫛引町２‐２６５‐１
電 話：０４８‐６５３‐０９００
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐６５３‐１２３９
Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.inoue-arc.com
代 表 者：代表取締役・一級建築士 井上忠孝
設 立：昭和５２年４月１０日
資 本 金：１，０００万円
従業員数：１１名

一級建築士：３名、二級建築士：３名、
建築設備士：１名

事業内容：建築工事の設計及び監理、土木工事の設計及び
監理、室内装飾の設計、建築企画・設計・監理並
びにその諸官庁申請代理、建築設計・監理及び
都市計画に関するコンサルタント、都市開発・
地域開発・宅地造成等の事業のコンサルタント

㈱
井
上
建
築
工
学
設
計
事
務
所

井
上
忠
孝
代
表
取
締
役
・

一
級
建
築
士

今
年
７
月
に
設
計
し
た

「
み
ん
な
の
家
」
外
観

（
西
区
内
野
本
郷
）

㈱
高
脇
基
礎
工
事

門
脇
佳
典
代
表
取
締
役
社
長

タ
イ
王
国
、
洪
水
対
策
防
水
壁

設
置
工
事
の
技
術
指
導
に
協
力
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埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
を
取
材
の
た

め
に
、
調
理
麺
、
調
理
済
み
レ
ン

ジ
商
品
、
惣
菜
等
々
を
製
造
す
る

株
式
会
社
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

の
本
社
に
お
伺
い
し
た
。
ま
ず
、

事
務
所
の
玄
関
で
、
靴
を
下
駄
箱

に
収
め
、
ス
リ
ッ
パ
を
履
か
ず
に

二
階
の
受
付
に
、
そ
こ
で
、
初
め

て
、
ス
リ
ッ
パ
を
履
き
、
さ
ら
に
、

髪
の
毛
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
頭

か
ら
ネ
ッ
ト
を
す
っ
ぽ
り
と
か
ぶ

り
、
そ
の
後
応
接
室
に
案
内
さ
れ

た
。さ

ら
に
、
そ
こ
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
栗
田
美
和
子
社
長
は
、
今

会
議
が
終
了
し
た
と
の
事
で
あ
っ

た
が
、
頭
を
す
っ
ぽ
り
と
、
ネ
ッ

ト
で
覆
っ
て
い
た
。

た
だ
、
取
材
に
お
伺
い
し
た
だ

け
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
、

安
全
・
安
心
に
対
す
る
当
社
の

並
々
な
ら
ぬ
対
応
に
、
そ
の
完
璧

さ
を
感
じ
と
っ
た
。

当
社
は
六
十
六
年
の
歴
史
を
誇

り
、
そ
の
沿
革
は
、
昭
和
二
十
三

年
、
草
加
市
に
て
、
栗
田
秀
二
氏

が
創
業
。
三
十
五
年
、
有
限
会
社

栗
田
製
麺
所
を
設
立
し
、
そ
の
後
、

学
校
給
食
の
供
給
を
開
始
し
た
。

四
十
二
年
、
株
式
会
社
に
組
織
変

更
し
、
増
資
を
続
け
る
。
平
成
元

年
、
栗
田
晴
己
現
会
長
が
社
長
に

就
任
。
そ
の
後
、
生
産
体
制
の
増

強
と
デ
リ
バ
リ
ー
体
制
の
強
化
を

図
る
。
そ
し
て
、
六
年
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て

「
デ
リ
カ
」
を
社
名
に
刻
み
、
株

式
会
社
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ
に

社
名
変
更
。
二
十
四
年
に
、
組
織

変
更
を
行
い
、
会
長
に
栗
田
晴
己

氏
、
社
長
に
栗
田
美
和
子
氏
が
就

任
し
た
。
そ
の
後
、
埼
玉
県
の「
多

様
な
働
き
方
実
施
企
業
・
プ
ラ
チ

ナ
」
設
定
、「
彩
の
国
工
場
」
指

定
、「
彩
の
国
経
営
革
新
モ
デ
ル

企
業
」
指
定
、
さ
ら
に
、
厚
生
労

働
省
認
定
「
く
る
み
ん
マ
ー
ク
」

収
得
、
環
境
省
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
２１
」
認
定
・
登
録
と
、
矢
継
ぎ

早
の
対
応
で
あ
る
。

栗
田
社
長
は
、
こ
の
業
界
で
は
、

大
手
企
業
に
勝
る
に
は
、「
人
財
」

の
育
成
で
あ
る
と
語
る
。
経
営
基

盤
の
「
人
財
」
育
成
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
今
期
は
昇
格
者
十
名

と
パ
ー
ト
ナ
ー
リ
ー
ダ
ー
制
導
入

し
、
各
部
ご
と
に
「
人
財
」
育
成

強
化
を
行
い
、
社
員
＋
準
社
員
と

の
「
共
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
女
性
が
継
続
就
業
で
き
る

よ
う
に
、
企
業
内
保
育
室
「
く
り

た
の
ん
な
」
を
設
立
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
定
年
後
も
長
く
一
緒

に
働
く
こ
と
が
で
き
、
人
と
接
す

る
機
会
が
あ
る
会
社
を
別
業
態
で

進
め
て
い
る
。

そ
れ
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月

開
業
予
定
の
「
畑
の
あ
る
カ
フ
ェ

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
サ
ル
ー
テ
」

（
シ
ェ
ア
は
仕
事
を
分
け
合
う
、

サ
ル
ー
テ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
健
康

を
意
味
す
る
）
で
あ
り
、
水
耕
栽

培
し
た
新
鮮
な
野
菜
を
提
供
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
カ
フ
ェ
で
あ
る
。

埼
玉
の
ご
当
地
グ
ル
メ
で
あ
る

味
�
だ
れ
を
つ
け
た「
や
き
と
り
」

専
門
店
な
ど
を
運
営
す
る
株
式
会

社
ひ
び
き
は
、
今
海
外
で
も
注
目

を
浴
び
て
い
る
。

そ
れ
は
、
海
外
で
浸
透
が
進
む

日
本
食
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
む
た

め
、
居
酒
屋
の
形
態
で
や
き
と
り

を
中
心
に
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
や
焼

き
お
に
ぎ
り
を
提
供
す
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
、
や
き
と
り
や
お
に
ぎ

り
を
使
っ
た
弁
当
屋
を
出
店
す
る

フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

勿
論
、
国
内
で
も
大
い
に
注
目

を
浴
び
て
い
る
。

そ
れ
は
、
全
国
の
や
き
と
り
の

味
を
集
め
た
「
全
や
連
総
本
店
」、

和
モ
ダ
ン
で
統
一
さ
れ
た
店
内
で
、

英
国
系
純
粋
黒
豚
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

鍋
と
、
彩
の
国
地
酒
の
豊
富
な
品

揃
え
の
居
酒
屋
「
黒
豚
劇
場
ひ
び

き
」、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
店
内
で
、

世
界
の
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
片
手

に
や
き
と
り
や
各
種
料
理
が
楽
し

め
る
「
や
き
と
り
Ｂ
Ａ
Ｒ

Ｈ
Ｉ

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
＋
（
プ
ラ
ス
）」、
昔
懐

か
し
い
昭
和
を
思
い
出
さ
せ
る
雰

囲
気
の
店
内
で
、
そ
の
土
地
の
ご

当
地
か
ら
あ
げ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

メ
ニ
ュ
ー
や
、
鶏
の
お
い
し
さ
を

引
き
出
す
シ
ン
プ
ル
な
調
理
法
の

か
ら
あ
げ
で
、
新
た
な
お
い
し
さ

を
発
見
す
る
か
ら
あ
げ
専
門
店

「
か
ら
あ
げ
野
郎

鶏
八
郎
」

等
々
、
矢
継
ぎ
早
に
新
業
態
を
開

発
・
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
新
会
社
「
Ｊ

Ａ
Ｃ

Ｅ
ひ
び
き
」
は
、
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
と
国
産
の
鶏
肉
や
豚

肉
の
加
工
・
販
売
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の

あ
る
当
社
で
、
東
北
の
ブ
ラ
ン
ド

豚
・
鶏
を
使
っ
た
や
き
と
り
店
な

ど
を
首
都
圏
を
中
心
に
出
店
す
る

計
画
で
あ
る
。

ま
た
、
商
品
開
発
で
は
、
麺
類

販
売
の
「
翁
の
郷
」
と
、
し
ょ
う

ゆ
メ
ー
カ
ー
の
弓
削
多
醤
油
と
、

当
社
で
連
携
し
て
、
埼
玉
県
内
産

の
原
材
料
を
使
っ
た
新
製
品
を
開

発
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
も
の
づ
く
り
精
神
が

根
底
に
あ
る
姿
勢
の
現
れ
と
し
て
、

二
つ
の
特
許
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
は
、
串
焼
き
製
造
装
置
と
、
も

う
一
つ
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ー
（
生
産
履
歴
の
追
跡
）
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。
特
に
近
年
、

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
こ
の

特
許
で
、
食
材
を
加
工
す
る
段
階

の
履
歴
の
追
跡
と
情
報
開
示
を
徹

底
し
た
点
に
あ
る
。

日
疋
社
長
は
「
食
の
安
全
・
安

心
へ
の
取
組
み
は
、
当
社
に
と
っ

て
、
他
社
と
の
違
い
を
決
定
付
け

る
生
命
線
と
な
っ
て
い
る
」
と
話

さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
数
々
の
取
組
み
に

対
し
、「
６
次
産
業
育
成
」
を
掲

げ
る
農
林
水
産
省
や
「
県
内
農
産

物
の
消
費
拡
大
」
を
進
め
る
埼
玉

県
も
大
い
に
注
目
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

「
安
全
・
安
心
は
万
全
の

中
食
製
造
企
業
」

「
ひ
び
き
は
、も
の
づ
く
り
精
神
を

根
底
に
持
つ
い
わ
ば
製
造
業
で
あ
る
」

DATA

会 社 名：株式会社 クリタエイムデリカ
本 社：越谷市大沢３２７１
代 表 者：代表取締役社長 栗田美和子
創 業：昭和２３年９月
資 本 金：９，０００万円
従業員数：２６０名
業 種：惣菜業
生産能力：１日 １００，０００食

DATA

会 社 名：株式会社 ひびき
本 社：川越市霞ヶ関北２‐３‐２
代 表 者：代表取締役 日疋好春
創 業：１９９０年
資 本 金：２億３，３９０万円（準備金含む）
従業員数：４６名
事業内容：食品製造販売
売 上：１１億１，３４１万円

西
部

㈱
ひ
び
き

栗
田
美
和
子
社
長

調
理
麺
と
惣
菜

日
疋
好
春
社
長

ひ
び
き
の
「
や
き
と
り
」
と

「
味
�
だ
れ
」

―１３―
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１．農作物の乾燥耐性向

上

２．植物の生存性略から

の教訓

学歴・略歴

是枝 晋

（これえだ しん）

１９６２年生まれ。１９８６年筑

波大学第２学群生物学類

卒業。１９９１年東京大学大

学院理学系研究科博士課

程修了。理学博士。１９９１

年より埼玉大学理学部助

手、２００５年より現職。専

門は光合成代謝産物の細

胞内輸送機構の研究。

光合成には日光が必要です。イ
ネやホウレンソウなど、通常の光合成（図上、C３
光合成）を行う植物は、昼間に気孔を開きCO２を
葉に取り込み、C３回路でデンプンやショ糖にしま
す。一方、砂漠では、気温が高く乾燥した昼間に
気孔を開くと、植物は水分を失い枯れてしまいま
す。そこでサボテンなど砂漠に自生する植物の多
くは、多肉植物型酸代謝（図下、Crassulacean Acid
Metabolism ; CAM）を行います。CAM植物は、
涼しい夜間に気孔を開きCO２を取り込み、デンプ
ンを分解して作ったホスホエノールピルビン酸と
結合させ、リンゴ酸として細胞の中の液胞へ大量
にためます。昼間は気孔を閉じ、葉内でリンゴ酸
からCO２を取り出し、C３回路でデンプンにします。
このとき、CO２を取りだした残りのピルビン酸を、
デンプンに戻し葉緑体内に大量に蓄えます。こう
してCAM植物は水を節約しながら光合成をして
います。
私たちが実験材料としているアイスプラントは、
土壌中の水分が不足すると、約１週間でC３型か
ら CAM型へと切り替わります（CAM化）。私た
ちは、CAM型アイスプラント葉緑体は、C３型と
は異なりグルコース６‐リン酸（G６P）を出し入

れできることを発見しました。G６Pはさまざま
な代謝経路の交差点に位置する大切な物質です。
CAM型の葉緑体がC３型よりも多量のデンプンを
蓄えることが出来ることと関係があると考えられ
ますが、G６Pでなければならない理由の解明は
今後の課題です。
実は、植物がCAMを進化させるのに全く新た
なタンパク質を作り出す必要はなかった、と考え
られています。例えば葉緑体へG６Pを出し入れ
するにはタンパク質が
必要です。このタンパ
ク質はすべての植物が
根の細胞に持っていま
す。アイスプラントは
CAM型になるとこの
タンパク質を葉でも使
うようになるわけです。
植物は、すでに持って
いたタンパク質の使い
方を変えることで、砂
漠という新たな世界に
進出するという新たな
能力を獲得したのです。

地区内道路の交通安全に

資するツールの開発にお

いて、研究機関と産業界

が協働することが重要で

あると考えます。

学歴・略歴

小嶋 文

（こじま あや）

２０１０年９月 埼玉大学大

学院理工学研究科博士後

期課程理工学専攻環境科

学・社会基盤コース修了、

博士（学術）、２０１０年１０月

より国土交通省国土技術

政策総合研究所研究官、

２０１１年１０月より埼玉大学

非常勤研究員、２０１２年４

月より埼玉大学助教、現

在に至る。専門分野：地

区交通計画

私の所属する交通・計画グルー
プでは、地域・都市計画や交通計画に関する研究
を行っています。その中で私は、地区内交通の安
全性に関する研究を主に行っています。ここでは、
地区内道路の安全を実現するための、新たなツー
ルをご紹介したいと思います。
今年の４月、「出る杭」という見出しで、毎日
新聞に一つの交通社会実験の記事が掲載されまし
た。ここで出る杭と呼ばれているのが、新たな交
通安全対策、「ライジングボラード」です。これ
は、遠隔操作により自動で昇降する車止めで、自
動車の通行を制限したい道路に設置するものです。
スクールゾーンの時間帯だけ上昇させたり、通行
が認められる自動車にのみ、降下させるリモコン
や ICカードを配布することで、選択的な通行環
境において交通規制の順守を促進できます。こう
した対策は、欧州では１９８０年代から導入されてお
り、歩行者ゾーンの外縁を取り囲んで設置される
など、現在では広く普及しています。しかしなが
ら、従来欧州で用いられているものは鋼鉄製で、
無理に通行しようとするドライバーが衝突事故を
起こすなど、問題も起こっていました。安全な道

路空間を実現するために、有効なツールであるこ
とは認められていましたが、日本では法的な位置
づけが整理されていなかったこともあり、公道へ
の導入はされていませんでした。
こうした中、私もメンバーとして加わった公益
財団法人国際交通安全学会（IATSS）のプロジェ
クトで、万が一衝突しても本体の故障や自動車の
破損がない「ソフトな」ライジングボラードを開
発しました。このソフトな材質を前提に、道路交
通法、道路法双方における位置付けを定め、平成
２５年１０月に、社会実験として日本で初めて公道で
の運用がなされたのです。新潟市と IATSS によ
り実施されたこの社会実験では、規制順守の効果
も得られ、平成２６年８月からは本格運用が始まり
ました。今後も、
ハード面、ソフト
面の両面から、安
全・安心なまちづ
くりに寄与する研
究を行っていきた
いと考えています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

多肉植物型酸代謝（CAM）のしくみの解明
埼玉大学研究機構科学分析支援センター 是 枝 晋 講師

歩きたい安心安全なまちづくりへ向けて
埼玉大学大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 小 嶋 文 助教
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ものつくり大学で仕事をするようになってからは、出来上が
った床の性能評価を目的としている従来からの研究に加え、文
字通り“ものをつくる”ことに役立つ様な研究成果を残せない
かと、色々と試行錯誤を繰り返しています。その中の一つに、
職人技と言われる様な“技能”を、はじめて学ぶ人たちに理解
しやすい形で伝えるための試みがあります。
私の所属している建設分野に限らず、後継者不足が言われて
久しくなります。特に職人技は長い年月によって培われたもの
ですので、一朝一夕ではできないことが前提です。一方、以前
から言われている“習うより慣れよ”の言葉通り、師匠あるい
は先輩に丁寧に教えて貰う、と言う考えは前提ではありません。
これらは正しい教えだと私は考
えています。つまり、受動的に
習うのではなく、自らすすんで
経験を重ねていく、そしてそれ
を絶え間なく続ける、と言うこ
となのだと考えています。

ところがこれらは容易なことではなく、とりわけ現代の若者
にとっては、ベテランの職人さんが経験されてきたような技能
の修得の仕方には、なかなか馴染めないのではないか、とも考
えます。そこで、基本的な作業動作時の腕の使い方や力の入れ
具合を具体的に初学者に伝え、「あっ、そうだったのか」とい
う様な小さな成功体験を積み重ねることによって、基本的な技
能を修得するための一助にできないかと考えました。現在、筋
電図やフォースプレートを用いて、左官技能を対象に検討して
います。
なかなかうまく行かない
課題なのですが、多くの人
に助けていただきながら、
ようやく少し明かりが見え
てきました。まだまだ先の
長い研究ですが、ものづく
りに役立つ成果になればと
考えています。

＞中空角材の可変断面押出し
可動ダイスと可動マンドレルの空隙に
材料を押し流して中空角材を成形します。
可動ダイスを摺動させることで成形品の

外形寸法を、可動マンドレルを軸
方向に移動させることで成形品の
内形寸法を変化させることができ
ます。さらに、ダイスの摩擦面に
DLCコーティングを施すことで
摩擦が軽減し、材料の焼付きを防
止できるとともに、成形品の表面
性状を改善しました。
＞カーボンナノファイバー含有樹脂の配向制御押出し
ダイスとマンドレルを互いに逆方向
に回転することでフィラーの配向を制
御できる押出金型を開発し、フィラー
としてカーボンナノファイバー（CNF）
を含有させた樹脂の中空円管を押出成
形したところ、成形品の機械的強度に
意図的な異方性を与えることができま
した。

＞Al-CNF 複合材料の粉末押出成形
アルミニウム粉末中にCNFを分散させた混合材料を押出し
により棒状に成形しました。押出しで得られた成形品を、自作
の真空加熱炉にて５５０℃で熱処理し、ヤング率を測定したとこ
ろ、母材の値を大きく上回る値を得ました。
＞レーシングカーの設計製作
学生活動として、フォーミュラタイプのレーシングマシンを
設計・製作し、全日本大学フォーミュラ大会に参加しています。
全日本学生フォーミュラ大会は、優秀なエンジニアの育成を大
きな目的として公益社団法人日本自動車技術会が主催する競技
会で、学生が仮想の企業を運営するという想定のもと、走る性
能だけでなく作り方
やコスト管理など、
モノづくり全般に関
わる総合力が厳しく
評価されます。机上
の検討だけでなく、
自ら実際に作ること
で技術者としての実
践力を養っています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

つくりかたを伝える試み
建設学科 � 橋 宏 樹 教授

�橋 宏樹（たかはしひろき）教授、順天堂大学大学院体育学研究科修了 博士（工学）。同大学体育学部生理学研究室嘱託、
東京工業大学工学部建築学科助手、２００２年４月からものつくり大学講師、現在教授。１９９８年日本建築学会奨励賞受賞。
（連絡先：０４８‐５６４‐３８６７／takahashi@iot.ac.jp）

ラボの研究と学生活動の紹介
製造学科 原 薫 教授

原 薫（はら かおる）教授 職業訓練大学校卒業、東京職業能力開発短期大学校、ものつくり大学設立準備財団、東京都立航
空工業高等専門学校非常勤講師。日本機械学会、自動車技術会、塑性加工学会、軽金属学会、日本設計工学会 所属。
（連絡先：０４８‐５６４‐３８３６／hara@iot.ac.jp）

左官材料を塗る時の筋電位と壁を押す力の例

Extruding direction

φφ２２２２
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�調査対象 ……………………………５９４社

有効回答数 ………………………１６５社

回収率……………………………２７．８％

�業種内訳 �内製造業………………７９社
�内非製造業……………８６社

�資本金別
�５０００万円以下………………………８５社
�５０００万円超～１億円以下…………４３社
�１億円超～３億円以下……………９社
�３億円超……………………………２８社

企業経営動向調査（１４年７月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近のDI は、製造業は横ばい。非製
造業は悪化しマイナスに転じおり、消
費増税に伴う駆け込み需要の反動減の
影響から全く脱し切れていない。

�先行きのDI については、最近比で、
製造業、非製造業ともは大幅に改善し、
業況に明るさが戻ってくるものとみて
いる。

１４年７調査

＋１

＋１２

－８

＋１６

＋２５

＋７

１４年４月調査

＋６

＋１１

＋１

＋８

＋５

＋１１

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、前回調査よりもさらに
悪化し、特に非製造業の落ち込みが激
しく回復感はみられない。

�先行きのDI は改善するものの、製造
業＋１３に対し、非製造業は－１と厳し
い見通しとなっている。

１４年７月調査

－１４

－５

－２２

＋６

＋１３

－１

１４年４月調査

－２

＋４

－８

＋１

－６

＋８

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、前回調査比好転してお
らず、増税後反動減から回復してない。

�先行きのDI は、＋１９と最近比１０ポイ
ント改善するものの、消費増税に伴う
駆け込み需要が出る前の、１３年７月（＋
２９）、１０月（＋３２）の水準までに回復
しないとみている。

１４年７月調査

＋９

＋１４

＋４

＋１９

＋２４

＋１４

１４年４月調査

＋８

＋１６

±０

＋９

＋５

＋１３

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

Ⅰ．景況判断
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Ⅱ－１．経営動向（売上高）

�最近のDI は、不足感が少しずつ強ま
る傾向がみられる。

�先行きのDI については、さらに不足
感が強まるとみており、設備投資拡大
への期待感が高まりつつある。

１４年７月調査

－７

－８

－６

－１２

－１０

－１３

１４年４月調査

－３

－４

－２

－１

＋１

－２

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、過剰感は薄れつつあり、
特に非製造業では過剰感は解消されて
いる。

�先行きのDI は、製造業、非製造業と
もにほぼ適正水準になるとみている。

１４年７月調査

＋５

＋１０

－１

＋１

＋１

±０

１４年４月調査

＋１１

＋１９

＋４

＋２

＋７

－４

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�１４年４－６月期のDI は、１－３月期から大
幅に落ち込み、消費増税に伴う駆け込み需要
の反動減が色濃く出ている。

�今後の見通しについては、７－９月期は４－
６月期の落ち込みから持ち直し、プラスに転
じ、１０－１２月期のさらに改善し、ほぼ消費増
税前の１４年１－３月期の水準まで回復すると
みている。

（注）１４／４－６、１４／７－９月期の上段の（ ）内の数値は１４年４月調査時の見通し

見 通 し

１４／１０－１２

＋２９

＋２５

＋３１

１４／７－９

（－１７）
＋６

（－２０）
＋９

（－１４）
＋２

実 績

１４／４－６

（－１８）
－１１

（－１６）
－３

（－１９）
－１９

１４／１－３

＋３２

＋３０

＋３３

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�１４年４－６月期DI は売上高同様に１－３月
期比で大幅に悪化し、全社で３９ポイント悪化
の「－２０」となっている。

�７－９月期の見通しは、４－６月期から改善
するものの依然マイナス水準で推移。１０－１２
月期には大幅に改善し、ほぼ消費増税前の１４
年１－３月期の水準まで回復するとみている。

（注）１４／４－６、１４／７－９月期の上段の（ ）内の数値は１４年１月調査時の見通し

見 通 し

１４／１０－１２

＋１８

＋２３

＋１４

１４／７－９

（－２３）
－７

（－２０）
－１

（－２６）
－１３

実 績

１４／４－６

（－２７）
－２０

（－２２）
－１４

（－３３）
－２６

１４／１－３

＋１９

＋２５

＋１３

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

―１７―



�最近のDI は、引き続き不足感が高ま
り、特に非製造業では－３３と大幅な不
足状況が続いている。

�先行きのDI は、製造業、非製造業と
もに不足状況が続くものとみており、
特に非製造業は「－４０」と、厳しい不
足状況が続くものとみられる。最近人
手不足倒産が発生するなど、一部企業
には経営への大きな影響も懸念される。

１４年７月調査

－２１

－８

－３３

－２６

－１２

－４０

１４年４月調査

－１４

－３

－２５

－１３

＋１

－２７

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、前回調査比で「楽」と
いう見方が強まり、繁忙感はみられな
い。

�先行きのDI は、最近比で少し低下し
ているものの、依然として繁忙感はみ
られない。

１４年７月調査

＋１７

＋１２

＋２１

＋９

＋８

＋９

１４年４月調査

＋９

＋７

＋１１

＋４

＋１

＋６

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、非製造業では前回調査
に続き下落傾向はみられない。また、
製造業でも下落傾向はおさまりつつあ
り、価格上昇への兆しもみられる。

�先行きのDI でも製造業は下落傾向が
終息しつつあり、非製造業では価格上
昇傾向がみられる。

１４年７月調査

－３

－６

＋１

－２

－９

＋５

１４年４月調査

－６

－１２

＋１

－４

－１６

＋７

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近のDI は、前回調査からは緩和さ
れるものの依然仕入れ価格が上昇する
との回答が多い。

�先行きのDI も最近と同水準で推移し、
引き続き上昇するとの回答が多いく、
仕入れ価格の上昇傾向は続くとみてい
る。

１４年７月調査

＋３２

＋３０

＋３４

＋３５

＋３１

＋３８

１４年４月調査

＋４２

＋４６

＋３９

＋４２

＋４１

＋４２

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―１８―



企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１４年７月および先行き ※値表示は全社のDI

―１９―



			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			

本
会
と
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
が

共
催
し
実
施
し
て
い
る
、「
第
一
種
・

第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
」

と
「
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
」
を
八

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。

今
年
度
で
七
年
目
と
な
る
研
修
で
、

八
月
六
日
�
・
七
日
�
の
二
日
間
で
衛

生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
の
一
回
目
を
、

九
月
四
日
�
・
五
日
�
の
二
日
間
で
二

回
目
を
開
催
、
八
月
二
八
日
�
に
安
全

管
理
者
選
任
時
研
修
を
開
催
し
、
八
月

の
衛
生
管
理
者
に
は
二
九
名
、
九
月
の

衛
生
管
理
者
に
は
二
七
名
、
安
全
管
理

者
に
は
四
四
名
が
参
加
し
た
。

□
第
一
種
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
受

験
の
た
め
の
対
策
講
座
（
二
日
間
）

第
一
回
講
師
�
臼
井
一
博

氏
（
㈱

ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
、
中
小
企
業

診
断
士
、
第
一
種
衛
生
管
理
者
、
社
会

保
険
労
務
士
）

第
二
回
講
師
�
中
村
文
彦

氏
（
㈱

ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
、
中
小
企
業

診
断
士
、
第
一
種
衛
生
管
理
者
）

特
長
�
①
過
去
の
出
題
傾
向
を
徹
底

分
析
し
、
試
験
に
出
や
す
い
ポ
イ
ン
ト

を
絞
り
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
学
習

方
法
を
伝
授
、
②
難
し
い
専
門
用
語
や

内
容
を
語
呂
合
わ
せ
な
ど
で
わ
か
り
易

く
解
説
、
③
講
義
↓
演
習
↓
解
説
の
サ

イ
ク
ル
で
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
内
容

に
よ
り
、
二
日
間
で
合
格
レ
ベ
ル
ま
で

到
達
で
き
る
講
義
を
行
う
。

□
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
（
法
定
九

時
間
研
修
）

講
師
�
只
野
和
好

氏
（
㈱
ウ
ェ
ル

ネ
ッ
ト
専
任
講
師
、
日
本
Ｖ
Ｍ
セ
ン
タ

ー
取
締
役
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
会
神

奈
川
支
部
幹
事
、
安
全
管
理
者
能
力
向

上
教
育
講
師
）

特
長
�
①
法
で
定
め
ら
れ
た
研
修
を

実
施
、
②
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
講
義
、

③
専
門
用
語
や
専
門
的
内
容
を
具
体
的

で
わ
か
り
易
く
解
説
、
④
一
日
で
終
了

す
る
の
で
参
加
し
や
す
い
、
な
ど
で
、

法
定
九
時
間
講
義
の
受
講
者
に
は
修
了

証
を
交
付
し
て
い
る
。

〔
参
考
〕
選
任
の
要
件
な
ど

◇
衛
生
管
理
者
◇

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
二
条
）
に

よ
り
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を

使
用
す
る
事
業
場
で
は
、
労
働
衛
生
に

関
す
る
技
術
的
事
項
を
管
理
す
る
者
と

し
て
「
衛
生
管
理
者
」
を
選
任
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
最
近
で
は
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
観
点
か
ら
衛
生
管

理
者
資
格
の
保
有
者
を
増
や
す
傾
向
の

企
業
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

（
第
一
種
）
全
業
種
に
対
応
す
る
衛
生

管
理
者

（
第
二
種
）
左
記
の
業
種
を
除
く
業
種

に
対
応
す
る
衛
生
管
理
者

農
林
畜
水
産
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、

製
造
業
、
電
気
業
、
ガ
ス
業
、
水
道
業
、

熱
供
給
業
、
運
送
業
、
自
動
車
整
備
業
、

機
械
修
理
業
、
医
療
業
、
清
掃
業

※
具
体
的
に
は
有
害
業
務
と
関
連
の
薄

い
情
報
通
信
業
、金
融
・
保
険
業
、卸
売
・

小
売
業
な
ど
の
一
定
の
業
種
が
対
象
。

衛
生
管
理
者
に
は
、
衛
生
管
理
者
試

験
（
第
一
種
・
第
二
種
）
に
合
格
し
都

道
府
県
労
働
局
長
の
免
許
を
受
け
た
者

な
ど
を
充
て
る
こ
と
。

◇
安
全
管
理
者
◇

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
一
条
）
に

よ
り
、
屋
外
産
業
的
業
種
と
工
業
的
業

種
及
び
第
三
次
産
業
の
特
定
業
種
に
属

し
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
場
で
は
、
労
働
安
全
に
関

す
る
技
術
的
事
項
を
管
理
す
る
者
と
し

て
「
安
全
管
理
者
」
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

〔
安
全
管
理
者
を
選
任
し
な
く
て
は
い

け
な
い
業
種
〕
林
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、

運
送
業
、
清
掃
業
、
製
造
業
（
物
の
加

工
業
を
含
む
）、
電
気
業
、
ガ
ス
業
、

熱
供
給
業
、
水
道
業
、
通
信
業
、
各
種

商
品
卸
売
業
・
小
売
業
、
家
具
・
建
具
・

じ
ゅ
う
器
等
卸
売
業
・
小
売
業
、
燃
料

小
売
業
、
旅
館
業
、
ゴ
ル
フ
場
業
、
自

動
車
整
備
業
及
び
機
械
修
理
業

安
全
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
を
受

け
た
者
で
な
け
れ
ば
選
任
で
き
ず
、
選

任
報
告
書
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
へ

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

衛衛
生生
管管
理理
者者
受受
験験
対対
策策
講講
座座
おお
よよ
びび

安安
全全
管管
理理
者者
選選
任任
時時
研研
修修
をを
開開
催催

８
月
６
日
・
７
日

衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

第
１
回
講
師
�
臼
井
一
博
氏

９
月
４
日
・
５
日

衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

第
２
回
講
師
�
中
村
文
彦
氏

８
月
２８
日

安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

講
師
�
只
野
和
好
氏

衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

会
場
の
様
子

―２０―



			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			

			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			
			

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

二二
回回
目目
のの

家家
族族
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
七

月
七
日
�
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
九
階
９
０
２
号
室
に
お
い
て
二
十
二

名
が
参
加
し
、
㈱
サ
イ
サ
ン

代
表
取

締
役
社
長

川
本
武
彦
氏
の
講
演
と

「
徳
樹
庵
」
で
の
懇
親
会
の
二
部
構
成

に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
内
藤

岳
副
部
会
長
（
内

藤
環
境
管
理
・
常
務
）
の
司
会
・
進
行

で
執
り
行
わ
れ
た
。

開
会
で
藤
池
一
誠
部
会
長（
デ
サ
ン
・

社
長
）
は
今
回
、
直
前
部
会
長
の
川
本

社
長
の
講
演
で
も
あ
る
の
で
、
皆
様
か

ら
大
い
に
質
問
等
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

討
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
自
由
闊
達
な

雰
囲
気
の
講
演
会
に
し
た
い
と
挨
拶
さ

れ
た
。

そ
の
後
講
演
会
に
移
り
、
川
本
武
彦

氏
か
ら
は
ま
ず
腕
白
な
少
年
時
代
〜
規

格
外
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を
率
直
に

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
会
社
を
継
続
さ
せ
る
に
は
、

守
り
で
は
な
く
、
攻
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
散
歩
を
し
て
い
て
は
、
富
士

山
に
は
、
登
れ
な
い
例
え
に
な
ら
い
、

明
確
な
目
標
を
定
め
、
思
っ
て
い
る
こ

と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
実
践
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
さ
ら

に
「
初
め
て
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
日
常
業
務
に
追

わ
れ
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と

が
少
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
常
に
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
初
め
て
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
旺
盛
な
好

奇
心
が
必
要
と
話
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
一
番
嬉
し
い
こ
と
は
、

社
員
を
褒
め
ら
れ
る
こ
と
と
、
講
演
を

結
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
望
月

諭
会
計
監
事
（
望

月
印
刷
・
社
長
）
よ
り
、
謝
辞
が
行
わ

れ
、
第
一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
�
嶋
英
司
幹

事
（
シ
ー
エ
ス
サ
ー
ビ
ス
・
社
長
）
の

司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
、
坂
本
哲

朗
幹
事
（
カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
・
専
務
）
に

よ
り
、
乾
杯
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

歓
談
で
は
、新
会
員
の
志
村
廣
幸（
グ

ラ
ン
デ
・
社
長
）、
の
紹
介
が
あ
り
、

和
気
藹
々
の
懇
親
会
が
続
い
た
。

最
後
に
、
増
田

学
幹
事
（
友
栄
塗

装
・
社
長
）
に
よ
る
挨
拶
・
中
締
め
が

行
わ
れ
、
七
月
例
会
は
盛
会
裏
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
家
族
会
が
八
月

八
日
�
「
家
族
揃
っ
て
、
昼
食
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
手
ぶ
ら
で
Ｏ
Ｋ
」
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に

集
合
し
、
日
本
自
動
車
管
理
（
三
原
宏

治
社
長
）
に
手
配
い
た
だ
い
た
バ
ス
で
、

滑
川
町
に
あ
る「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

に
向
か
っ
た
。

参
加
者
は
、
部
会
員
と
そ
の
家
族
で
、

上
は
七
十
歳
代
か
ら
下
は
三
歳
ま
で
と

幅
広
く
、
総
数
二
十
四
名
で
あ
っ
た
。

往
路
の
バ
ス
の
中
で
は
、
数
々
の
楽

し
く
、
面
白
い
、
工
夫
さ
れ
た
ク
イ
ズ

が
出
題
さ
れ
、「
そ
ぴ
あ
」
で
購
入
し

た
埼
玉
県
ゆ
か
り
の
品
々
が
、
賞
品
と

し
て
回
答
者
に
贈
ら
れ
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
に
到
着
後
、

家
族
会
は
、
眞
子
岳
志
副
部
会
長
（
真

工
社
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り

行
わ
れ
た
。
冒
頭
、
藤
池
一
誠
部
会
長

（
デ
サ
ン
・
社
長
）
よ
り
挨
拶
行
な
わ

れ
、
家
族
会
の
趣
旨
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

部
会
員
は
日
頃
大
変
忙
し
く
、
精
力
的

に
経
営
に
邁
進
し
て
お
り
、
や
や
も
す

る
と
、
ご
家
族
の
皆
様
へ
の
対
応
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
に
な
る
の
で
、
家

族
の
方
々
へ
の
日
頃
の
感
謝
の
意
を
表

す
た
め
に
、
家
族
会
を
企
画
し
た
と
の

開
催
の
趣
旨
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
併
せ
て
青
年
経
営
者
部
会
は
、

ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

さ
ら
に
、
今
年
十
一
月
の
埼
玉
で
の
全

国
大
会
で
、
部
会
員
の
皆
様
に
ご
負
担

を
お
か
け
す
る
の
で
、
ご
家
族
の
皆
様

に
も
ご
理
解
を
賜
り
た
い
旨
の
説
明
も

行
な
わ
れ
、
数
々
の
課
題
を
少
し
で
も

解
決
す
る
た
め
に
、
去
年
に
引
続
き
開

催
し
た
と
挨
拶
さ
れ
た
。

続
い
て
、
内
藤
岳
副
部
会
長
（
内
藤

環
境
管
理
・
常
務
）
に
よ
り
、
乾
杯
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
家
族
単
位
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
の
昼
食
を
と
り
な
が
ら
懇

親
が
な
さ
れ
、
大
い
に
親
交
を
深
め
た
。

最
後
に
、
家
族
全
員
で
の
記
念
撮
影

が
あ
り
、
野
村
幸
永
会
員
（
エ
イ
ト
リ

ー
ブ
ス
・
社
長
）
の
閉
会
挨
拶
が
行
わ

れ
、
バ
ス
で
大
宮
ま
で
帰
り
、
盛
会
裏

の
う
ち
に
家
族
会
は
散
会
し
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

七七
月月
例例
会会
開開
催催

開
会
挨
拶
す
る
藤
池
一
誠
部
会
長

講
演
す
る
川
本
武
彦
氏

車
中
で
挨
拶
す
る
藤
池
一
誠
部
会
長

参加者全員で記念撮影

―２１―



七

労
働
者
の
損
害

賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

９

従
業
員
へ
の
高
額
・
高
率
の

損
害
賠
償
や
求
償
が
認
め
ら

れ
た
例
（
そ
の
２
）

―
交
通
事
故
の
場
合
―

前
回
か
ら
、
従
業
員
が
会
社
に
対
し
、

自
己
の
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
交
通
事

故
や
債
務
不
履
行
に
よ
り
、
業
務
上
必

要
な
注
意
や
措
置
を
怠
り
会
社
に
損
害

を
発
生
さ
せ
、
そ
の
損
害
に
つ
い
て
会

社
が
従
業
員
に
求
償
し
た
り
損
害
賠
償

を
求
め
た
り
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、

従
業
員
側
に
対
し
高
額
、
あ
る
い
は
高

率
の
賠
償
が
求
め
ら
れ
る
事
例
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
そ
の
第
二
回
目
で
あ
る
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
交
通
事
故
の
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

�
飲
酒
の
上
、
じ
ぐ
ざ
ぐ
運
転
に
よ
る

重
過
失
の
事
故
に
つ
い
て
、
使
用
者

か
ら
労
働
者
に
対
す
る
求
償
に
つ
き
、

本
人
に
全
損
害
の
七
〇
％
、
身
元
保

証
人
に
三
〇
％
と
し
た
事
例

本
件
は
、
陸
上
運
送
事
業
者
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
運
転
手
の
重
過
失
運
転
、

す
な
わ
ち
飲
酒
の
上
、
じ
ぐ
ざ
ぐ
運
転

に
よ
っ
て
一
名
死
亡
、
三
名
負
傷
と
い

う
事
故
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

自
賠
保
険
金
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
な
か
っ

た
残
額
に
つ
い
て
使
用
者
が
全
額
賠
償

し
た
後
に
、
そ
の
全
額
を
事
故
を
発
生

さ
せ
た
労
働
者
で
あ
る
運
転
者
と
そ
の

身
元
保
証
人
に
求
償
し
た
事
案
で
あ
る
。

本
件
事
故
に
つ
い
て
は
、
被
告
は
原

告
会
社
の
主
張
す
る
と
お
り
の
業
務
上

の
交
通
事
故
を
惹
起
し
、
右
の
事
故
は

同
被
告
の
飲
酒
の
う
え
の
じ
ぐ
ざ
ぐ
運

転
に
よ
る
重
大
な
過
失
で
あ
っ
た
（
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
両
者
間
に
争
い
が

な
い
。）
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
に
お
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
誓
約
が
労
働
者
及
び
身
元
保

証
人
と
会
社
と
の
間
で
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、「
本
件
の
使
用
者
で
あ
る
原

告
会
社
は
陸
運
局
に
よ
る
陸
上
運
送
業

免
許
下
附
の
直
後
で
あ
っ
た
の
で
そ
の

監
査
に
備
え
る
必
要
な
ど
か
ら
、
雇
入

れ
の
一
、
二
ヶ
月
後
に
『
誓
約
書
』
と

い
う
標
題
で
、『
私
儀
、
今
般
貴
社
に

採
用
さ
れ
る
に
当
た
り
、
左
の
条
項
を

堅
く
誓
約
致
し
ま
す
。（
中
略
）
六
、

故
意
又
は
重
大
な
る
過
失
に
よ
り
会
社

に
損
害
を
与
え
た
る
時
は
、
直
ち
に
そ

の
損
害
を
賠
償
致
し
ま
す
。（
以
下
略
）

右
保
証
人
と
連
署
の
上
誓
約
致
し
ま

す
』
と
の
不
動
文
字
の
印
刷
し
て
あ
る

書
面
に
、
被
告
Ａ
（
労
働
者
）
の
記
名

押
印
を
得
、
被
告
Ｂ
（
身
元
保
証
人
）

の
了
承
を
得
て
、
以
上
の
文
言
及
び
記

名
押
印
欄
に
続
き
同
一
紙
面
上
で
、『
前

記
誓
約
事
項
を
承
諾
の
上
保
証
致
し
ま

す
』
と
の
不
動
文
字
の
印
刷
し
て
あ
る

部
分
の
あ
と
の
「
保
証
人
」
と
印
刷
し

て
あ
る
下
へ
被
告
Ｂ
の
署
名
押
印
を
得

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
但
し
右
誓
約
書

は
保
管
中
昭
和
四
二
年
七
月
頃
金
品
と

共
に
盗
難
に
あ
っ
て
紛
失
し
た
と
い
う

事
情
が
あ
る
。」

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
誓
約
書
が

損
害
負
担
の
「
特
約
」
で
あ
っ
た
か
が

争
わ
れ
た
が
、
原
告
会
社
が
主
張
し
た

被
告
ら
の
「
負
担
の
特
約
」
が
あ
っ
た

と
の
主
張
は
、
裁
判
所
に
よ
り
否
定
さ

れ
た
が
、
誓
約
の
事
実
は
保
証
契
約
の

有
効
な
成
立
と
認
定
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
右
の
各
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
Ｂ

は
遅
く
と
も
前
掲
誓
約
書
に
保
証
人
と

し
て
署
名
押
印
し
た
段
階
に
お
い
て
所

謂
身
元
保
証
を
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、

被
告
Ａ
の
惹
起
し
た
本
件
交
通
事
故
は

同
被
告
の
重
大
な
る
過
失
に
よ
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
以
上
に
よ

れ
ば
被
告
Ａ
は
民
法
第
七
一
五
条
第
三

項
、
第
七
〇
九
条
に
よ
り
原
告
会
社
が

使
用
主
（
運
行
共
用
者
）
た
る
地
位
に

基
づ
き
支
払
っ
た
損
害
額
及
び
原
告
に

与
え
た
損
害
に
つ
き
賠
償
す
べ
き
義
務

を
負
い
、
ま
た
被
告
Ｂ
は
身
元
保
証
契

約
に
よ
り
こ
れ
に
つ
き
保
証
人
と
し
て

賠
償
の
義
務
を
負
う
も
の
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
自
動
車
損
害
賠

償
保
障
法
（
以
下
自
賠
法
と
い
う
）
の

立
法
趣
旨
、
同
条
第
三
条
に
よ
り
運
行

供
用
者
責
任
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
転

換
し
て
い
る
精
神
な
ど
に
照
ら
せ
ば
自

動
車
事
故
に
基
づ
き
運
行
供
用
者
た
る

使
用
者
が
被
用
者
に
求
償
を
な
し
得
る

の
は
同
人
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

が
存
す
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
こ

と
も
合
理
的
な
十
分
の
理
由
が
あ
り

（
本
件
に
お
い
て
は
当
事
者
間
の
特
約

に
よ
り
こ
の
点
を
確
認
し
て
い
る
）、

従
っ
て
こ
れ
ら
の
場
合
に
限
定
し
て
求

償
を
許
す
も
の
と
解
す
べ
き
も
の
と
の

前
提
に
立
っ
て
考
え
る
と
し
て
も
、
本

件
に
あ
っ
て
は
重
過
失
の
存
す
る
こ
と

前
認
定
の
と
お
り
で
あ
る
の
で
、
結
局

被
告
ら
は
賠
償
義
務
を
負
う
べ
き
こ
と

が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。」
と
し
た
。

そ
こ
で
、
使
用
者
が
支
払
っ
た
損
害

賠
償
の
全
額
の
求
償
が
求
め
ら
れ
る
か

問
題
と
な
る
が
、
本
人
に
つ
い
て
約
七

割
に
相
当
す
る
金
額
が
認
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、「
と
こ
ろ
で
使
用
主
（
運

行
供
用
者
）
は
被
用
者
に
対
し
、
右
の

損
害
額
に
つ
い
て
当
然
に
そ
の
金
額
を

求
償
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
範

囲
は
双
方
の
過
失
（
使
用
主
の
監
督
方

法
、
内
容
、
程
度
を
含
む
）、
使
用
主

の
義
務
内
容
、
被
用
者
の
労
働
条
件
そ

の
他
の
待
遇
内
容
を
綜
合
し
、
相
互
の

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
六
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２０
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―２２―



負
担
割
合
を
妥
当
な
範
囲
内
に
制
限
す

る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
も
の
と
解
す
べ

き
と
こ
ろ
、
前
掲
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、

被
告
Ａ
は
給
与
も
比
較
的
低
額
で
、
し

か
も
事
故
後
服
役
ま
で
の
一
年
余
を
含

め
前
後
約
三
年
間
勤
務
し
て
い
る
こ
と
、

原
告
方
の
平
常
の
監
督
方
法
は
か
な
り

杜
撰
な
面
も
み
ら
れ
た
と
窺
わ
れ
る
こ

と
、
な
ど
の
事
実
が
認
め
ら
れ
（
こ
の

認
定
を
左
右
す
る
に
足
る
証
拠
は
な

い
）、
こ
れ
ら
の
事
実
と
前
記
原
告
の

事
業
内
容
そ
の
他
前
掲
各
事
実
及
び
証

拠
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
諸
般
の
事
情
を

総
合
す
れ
ば
、
原
告
が
被
告
Ａ
に
対
し

請
求
（
求
償
）
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

の
は
、
前
記
損
害
合
計
額
の
概
ね
七
割

に
相
当
す
る
金
二
五
八
万
円
と
す
る
こ

と
が
相
当
で
あ
る
。」
と
さ
れ
た
。

一
方
、
身
元
保
証
人
に
対
し
て
は
、

右
の
損
害
の
う
ち
三
割
に
相
当
す
る
金

額
が
連
帯
し
て
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
判
示
さ
れ

て
い
る
。「
そ
し
て
前
掲
各
事
実
（
殊

に
原
告
の
監
督
上
の
過
失
、
被
告
Ａ
の

在
職
期
間
、
原
告
の
業
務
内
容
、
保
証

が
監
査
に
備
え
形
式
的
な
面
を
か
な
り

有
し
た
こ
と
）
及
び
原
告
が
所
謂
任
意

保
険
な
ど
に
よ
る
危
険
の
分
散
を
は
か

る
な
ど
の
方
途
を
講
ず
る
こ
と
を
怠
り
、

ま
た
前
記
誓
約
書
（
保
証
書
）
を
紛
失

す
る
な
ど
の
失
態
を
犯
し
て
い
る
こ
と

な
ど
諸
般
の
事
情
に
照
ら
せ
ば
、
身
元

保
証
人
た
る
被
告
Ｂ
は
こ
の
う
ち
ほ
ぼ

三
割
に
相
当
す
る
金
七
八
万
円
に
つ
い

て
賠
償
の
義
務
を
負
う
も
の
と
す
る
こ

と
が
相
当
で
あ
る
。」
と
し
た
。

な
お
、
本
件
で
は
、
事
故
の
後
始
末

の
た
め
に
要
し
た
費
用
も
求
償
す
べ
き

損
害
と
す
る
か
が
争
わ
れ
た
が
、
裁
判

所
は
次
の
と
お
り
判
示
し
て
否
定
し
た
。

「
な
お
、
原
告
は
以
上
の
他
事
故
の
後

始
末
の
た
め
要
し
た
費
用
が
そ
の
主
張

の
と
お
り
の
額
が
生
じ
た
旨
主
張
し
、

前
掲
証
拠
に
よ
れ
ば
そ
の
と
お
り
支
出

し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
、
且
右
支
出
が

本
件
事
故
な
か
り
せ
ば
支
出
す
る
こ
と

の
な
か
っ
た
も
の
と
の
一
面
を
有
す
る

こ
と
も
明
か
で
あ
る
が
、
右
費
用
の
内

容
を
具
に
検
討
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

は
原
告
が
使
用
主
（
運
行
供
用
者
）
た

る
地
位
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の

法
律
上
の
責
任
を
適
正
に
ま
た
自
己
に

有
利
に
解
決
す
る
た
め
に
投
じ
た
費
用

と
み
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
っ
て
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
む
し
ろ
原
告
が
自
己
の
た
め

に
支
出
し
た
も
の
と
見
る
べ
く
、
且
こ

の
よ
う
な
費
用
は
い
や
し
く
も
運
送
業

を
営
む
者
は
当
然
に
自
己
負
担
に
よ
り

処
理
す
べ
き
危
険
の
範
囲
内
の
も
の
と

し
て
予
測
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
運
営

し
、
且
運
営
す
る
べ
き
も
の
と
解
す
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
っ
て
、
被
用
者
に
そ

の
負
担
を
転
嫁
す
べ
き
損
害
と
は
到
底

認
め
難
く
、
よ
っ
て
右
主
張
は
採
用
し

な
い
。」
と
い
う
注
目
す
べ
き
判
示
を

行
っ
た
（
昭
四
六
・
七
・
三
〇
大
阪
地

判
、
Ｙ
社
事
件
、
判
タ
二
七
〇
号
三
四

〇
頁
）。

�
本
件
事
故
の
労
働
者
の
前
方
不
注
意

の
過
失
が
強
度
で
あ
る
と
し
て
求
償

額
に
つ
い
て
七
五
％
が
認
め
ら
れ
た

事
例

本
件
事
故
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
自

身
の
前
方
不
注
意
の
過
失
態
様
が
強
度

で
あ
り
、
会
社
側
と
の
間
で
過
失
相
殺

す
る
に
あ
た
っ
て
七
五
％
を
も
っ
て
労

働
者
が
負
担
す
べ
き
額
と
判
示
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
本
件
、
事
故
の
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
原
告
会
社
が
貨
物
自
動
車
に
よ
る

運
送
業
者
で
あ
る
こ
と
、
被
告
は
昭
和

四
一
年
六
月
ご
ろ
原
告
方
に
自
動
車
運

転
手
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
同
月
一
八
日
右
業
務
に
従
事
中

江
津
市
の
国
道
九
号
線
に
お
い
て
、
前

方
不
注
意
に
よ
り
、
同
所
に
駐
車
中
の

訴
外
株
式
会
社
Ｈ
工
務
所
所
有
の
乗
用

車
に
追
突
し
て
こ
れ
を
大
破
さ
せ
た
こ

と
は
い
ず
れ
も
当
事
者
間
に
争
い
が
な

い
。」そ

し
て
、
損
害
に
つ
い
て
は
、「
証

拠
を
総
合
す
れ
ば
、
訴
外
株
式
会
社
Ｈ

工
務
所
は
右
事
故
に
よ
り
時
価
五
〇
万

円
相
当
の
前
記
乗
用
車
が
後
部
大
破
に

よ
り
使
用
不
能
と
な
り
、
四
〇
万
円
以

上
の
損
害
を
被
っ
た
こ
と
、
使
用
者
で

あ
る
原
告
は
、
右
訴
外
会
社
か
ら
右
損

害
賠
償
請
求
を
受
け
て
同
年
八
月
ご
ろ

同
会
社
と
の
間
に
そ
の
損
害
額
を
四
〇

万
円
と
す
る
示
談
を
し
、
同
四
二
年
四

月
末
日
ま
で
に
右
金
員
を
同
会
社
に
支

払
っ
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
、

こ
の
認
定
に
反
す
る
証
拠
が
な
い
。

以
上
、
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

被
告
の
不
法
行
為
に
よ
り
訴
外
株
式
会

社
Ｈ
工
務
所
に
金
四
〇
万
円
以
上
の
損

害
を
与
え
、
原
告
が
使
用
者
責
任
と
し

て
同
訴
外
会
社
に
金
四
〇
万
円
の
損
害

賠
償
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法

七
一
五
条
三
項
に
よ
り
原
告
は
被
告
に

対
し
右
金
員
の
求
償
を
為
し
得
る
も
の

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し

て
、
求
償
額
は
い
く
ら
が
合
理
的
で
あ

る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

会
社
の
労
働
者
に
対
す
る
求
償
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
判
示
さ
れ
た
。

「
も
と
も
と
原
告
の
経
営
す
る
運
送

業
は
自
動
車
事
故
な
ど
の
危
険
が
伴
う

企
業
で
あ
り
、
原
告
は
そ
の
事
業
に
よ

り
収
益
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
事
実
に

着
目
す
れ
ば
、
原
告
の
右
求
償
権
の
行

使
に
よ
り
そ
の
事
業
上
生
じ
た
損
害
賠

償
の
不
利
益
を
こ
と
ご
と
く
被
用
者
で

あ
る
被
告
の
負
担
に
帰
せ
し
め
る
こ
と

は
妥
当
を
欠
く
。
右
の
如
き
企
業
者
が

被
用
者
に
求
償
権
を
行
使
す
る
に
当
っ

て
は
、
企
業
者
の
選
任
監
督
に
関
す
る

過
失
が
存
し
、
そ
れ
が
被
用
者
の
不
法

行
為
と
の
間
に
相
当
因
果
が
あ
る
場
合

に
過
失
相
殺
さ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
そ

う
で
な
く
と
も
、
賃
金
が
低
廉
で
あ
る

と
か
、
労
務
が
過
度
で
あ
る
場
合
に
こ

れ
ら
が
加
害
行
為
と
相
当
因
果
関
係
が

あ
る
限
り
、
過
失
相
殺
を
類
推
し
て
求

償
権
を
制
限
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

い
ま
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、

本
件
全
立
証
に
よ
る
も
、
被
告
主
張
の

よ
う
な
原
告
に
選
任
監
督
上
の
過
失
が

あ
っ
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
被
告
は
昭
和
三
九
年
四
月
一
六

日
か
ら
原
告
方
に
雇
わ
れ
た
が
、
事
故

前
後
で
あ
る
同
四
一
年
一
月
か
ら
同
年

六
月
ま
で
の
平
均
就
労
日
数
は
二
六
日

間
で
あ
っ
て
、
そ
の
勤
務
時
間
は
午
前

七
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
一
〇
時
間

勤
務
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
主
と
し
て

砂
利
運
送
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
賃
金
は
日
当
八
〇
〇
円
で
扶
養
家

族
の
手
当
等
を
含
め
て
平
均
月
約
二
万

―２３―



五
〇
〇
〇
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
右
賃
金
日
当
八
〇
〇
円
は

運
転
経
験
の
浅
さ
を
考
慮
し
て
他
よ
り

一
〇
〇
円
安
く
し
て
い
る
こ
と
が
原
告

代
表
者
本
人
の
供
述
に
よ
っ
て
窺
わ
れ

る
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
を
考
慮
し
て
も
、

前
認
定
の
勤
務
年
限
と
対
照
し
た
場
合
、

や
は
り
右
賃
金
は
低
廉
で
あ
る
と
評
価

せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
ま
た
こ
の
賃
金

率
か
ら
す
れ
ば
被
告
の
労
務
は
過
度
で

あ
つ
た
と
認
め
得
る
。
し
か
し
て
、
こ

の
被
告
の
労
務
の
過
度
が
自
動
車
運
転

上
の
注
意
力
に
影
響
し
、
ひ
い
て
は
そ

れ
が
被
告
の
前
記
前
方
不
注
意
の
一
因

子
と
な
り
、
両
者
間
に
相
当
因
果
関
係

が
あ
る
も
の
と
い
え
、
そ
う
だ
と
す
る

と
、
衡
平
の
原
則
上
、
さ
き
に
説
示
し

た
よ
う
に
過
失
相
殺
を
類
推
し
て
原
告

に
も
損
害
賠
償
責
任
を
分
担
さ
せ
る
た

め
、
そ
の
求
償
権
を
制
限
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
分
担
額
で

あ
る
が
、
被
告
本
人
尋
問
の
結
果
に
よ

れ
ば
、
被
告
の
前
記
前
方
不
注
意
は
、

事
故
直
前
た
ま
た
ま
現
場
附
近
に
駐
車

し
て
い
た
被
害
者
方
の
故
障
車
に
気
を

奪
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
被
告
自
身
の

過
失
が
強
度
で
あ
る
か
ら
、
原
告
と
の

過
失
相
殺
を
す
る
に
し
て
も
そ
こ
に
自

ら
限
度
が
あ
り
、
結
局
、
右
不
法
行
為

の
態
容
と
原
被
告
間
の
前
示
関
係
等
の

諸
事
情
を
顧
慮
し
て
原
告
の
求
償
金
四

〇
万
円
か
ら
一
〇
万
円
を
減
額
す
る
を

も
っ
て
相
当
と
認
め
る
。
し
た
が
っ
て
、

原
告
の
求
償
金
は
三
〇
万
円
と
な
り
、

被
告
は
右
金
員
を
原
告
に
支
払
う
義
務

が
あ
る
。」
と
し
、
七
五
％
の
求
償
が

認
め
ら
れ
た
（
昭
和
四
二
・
一
一
・
二

一
、
松
江
地
裁
浜
田
支
部
判
決
、
江
津

運
送
事
件
、
判
事
五
一
七
号
七
九
頁
）。

�
運
転
免
許
証
の
な
い
社
員
が
会
社
所

有
の
自
動
車
を
無
断
で
持
ち
出
し
、

無
免
許
運
転
に
よ
り
物
損
事
故
を
起

こ
し
た
損
害
に
つ
い
て
全
額
の
求
償

が
認
め
ら
れ
た
事
例

本
件
は
、
標
題
の
と
お
り
の
悪
質
な

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
一
〇
〇
％
の
金
額
の

求
償
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
や
む
を
得

な
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

判
決
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
事
故
の
態
様
に
つ
い
て
は
当
事
者

間
に
争
い
が
な
く
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、

被
告
は
原
告
会
社
に
お
い
て
車
の
運
転

に
は
従
事
し
て
お
ら
ず
、
運
転
免
許
も

も
っ
て
い
な
か
つ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た

ま
昭
和
四
三
年
一
二
月
二
九
日
午
後
○

時
五
〇
分
頃
本
来
の
運
転
手
で
あ
る
Ｍ

が
昼
食
中
無
断
で
原
告
会
社
所
有
の
四

輪
貨
物
自
動
車
を
持
ち
出
し
運
転
中
、

東
京
都
北
多
摩
郡
村
山
町
道
路
に
お
い

て
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
間
違
え

て
踏
み
、
道
路
に
沿
っ
た
溝
に
落
ち
込

み
、
そ
の
ま
ま
ス
リ
ッ
プ
し
、
訴
外
Ｋ

方
に
突
入
し
、
同
人
所
有
の
門
戸
、
門

柱
、
外
塀
を
破
損
し
、
屋
敷
内
に
駐
車

中
の
訴
外
Ｏ
所
有
の
自
動
車
を
損
壊
し
、

同
時
に
原
告
会
社
所
有
の
自
動
車
を
損

壊
さ
せ
た
こ
と
、
こ
の
た
め
の
損
害
は

�
訴
外
Ｏ
所
有
自
動
車
の
修
理
代
一
〇

七
、
二
一
〇
円
、
�
訴
外
Ｋ
の
門
戸
等

の
修
理
費
九
五
、
一
七
五
円
、
�
原
告

会
社
所
有
自
動
車
の
修
理
費
六
一
、
七

八
〇
円
で
あ
り
、
原
告
会
社
は
訴
外
Ｏ
、

同
Ｋ
に
対
し
�
�
右
の
修
理
費
を
支
払

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。」、
そ
し
て
、

「
原
告
は
�
�
に
つ
き
弁
済
を
な
し
た

こ
と
に
よ
り
、
民
法
第
七
一
五
条
第
三

項
に
基
づ
き
被
告
に
対
し
そ
の
求
償
権

を
取
得
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
�
は
原
告
自
体
の
損
害
で
あ
る
。

そ
し
て
右
認
定
の
事
実
関
係
の
下
で
は

使
用
者
の
被
用
者
に
対
す
る
全
額
の
求

償
は
許
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。」
と
判
示
さ
れ
た
（
昭
四

四
・
一
〇
・
二
二
東
京
地
判
、
Ｃ
社
事

件
、
判
タ
二
四
二
号
二
七
五
頁
）。

受
動
喫
煙
対
策
は
、
快
適
な
職
場
環
境
の

形
成
上
、
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
府
は
、

「
受
動
喫
煙
の
防
止
」
と
し
て
、
分
煙
の
措

置
義
務
を
定
め
た
安
衛
法
改
正
法
案
を
昭
和

二
三
年
の
国
会
に
提
出
し
た
。

し
か
し
、
同
法
案
は
、
使
用
者
側
の
強
制

義
務
化
に
反
対
の
意
見
も
あ
り
、
国
会
解
散

の
た
め
廃
案
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
再
度
労

政
審
議
会
に
よ
る
修
正
を
経
て
、
今
度
は
、

「
事
業
者
は
、
労
働
者
の
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
、
当
該
事
業
者
及
び
事
業
場
の
実

情
に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
こ
と
」
と
い
う
緩
や
か
な
努
力
義
務
と
し

て
提
出
さ
れ
、
今
国
会
で

成
立
し
、
六
月
二
五
日
に

公
布
さ
れ
た
。

受
動
喫
煙
問
題
は
、
ま

ず
、
非
喫
煙
労
働
者
が
、

職
場
で
の
受
動
喫
煙
が
原

因
で
諸
症
状
（
受
動
喫
煙

症
）
が
発
症
し
た
と
き
、

そ
れ
が
労
災
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
労
災

法
の
適
用
の
た
め
に
は
、
当
該
疾
病
が
労
基

法
施
行
規
則
別
表
第
一
の
二
の
第
一
一
号
の

「
そ
の
他
業
務
に
起
因
す
る
こ
と
の
明
ら
か

な
疾
病
」
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
勤
務
中
の
受
動
喫
煙

に
よ
り
頭
痛
等
受
動
喫
煙
症
が
発
症
し
、
以

後
こ
れ
が
増
悪
し
な
が
ら
続
い
て
い
る
と
し

て
、
災
害
の
申
請
を
し
た
事
件
に
つ
い
て
、

労
基
署
長
が
否
定
し
た
こ
と
が
争
わ
れ
た
事

件
で
、
裁
判
所
も
、
業
務
外
と
判
示
し
た（
東

京
地
裁
平
成
二
五
年
一
一
月
七
日
判
決
）。

同
症
状
に
つ
い
て
は
、
労
災
と
し
て
特
有
の

疾
病
と
い
え
る
か
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

右
判
決
で
は
、
本
人
が
同
種
の
平
均
的
な
労

働
者
に
比
べ
て
、
副
流
煙
及
び
呼
出
煙
に
含

ま
れ
る
物
質
に
対
し
、
特
に
敏
感
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
払
拭
す
る
こ

と
は
困
難
で
、
発
症
し
た
頭
痛
が
従
事
し
た

業
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の

で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ

た
。ま

た
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
障
害
に
対
し
て

は
、
使
用
者
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
根
拠

と
す
る
損
害
賠
償
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う

な
請
求
事
件
は
、
公
刊
物
だ
け
で
地
方
公
務

員
で
五
件
、
私
企
業
で
三
件
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
公
務
員
の
例
一
件
を
除
き
、
他
は
否
定

さ
れ
て
い
る
。

認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
受
動
喫
煙
に
よ

る
急
性
障
害
が
疑
わ
れ
る
診
断
書
を
示
し
、

配
慮
を
求
め
た
の
に
、
上
司
の
課
長
は
、
速

や
か
に
環
境
の
改
善
等
、
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
放
置
し
た
た
め
、

原
告
に
お
い
て
眼
の
痛
み
、
の
ど
の
痛
み
、

頭
痛
等
が
継
続
し
て
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス
に

つ
き
五
万
円
の
慰
謝
料
が
認
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

受
動
喫
煙
に
関
し
て
は
、
他
に
禁
煙
や
分

煙
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
使
用
者
に
要
求
す

る
事
例
も
あ
り
、
地
方
公
務
員
法
に
は
措
置

要
求
（
同
法
四
六
条
）
の
制
度
が
あ
る
が
、

現
在
ま
で
認
め
ら
れ
た
例
は
な
い
。
判
例
で

は
、
喫
煙
室
を
別
個
に
設
け
る
こ
と
な
ど
、

執
務
条
件
・
待
遇
等
の
措
置
要
求
に
対
し
、

い
ず
れ
も
「
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

し
た
人
事
委
員
会
の
判
定
に
違
法
は
な
い

（
最
高
裁
一
小
判
決
、
平
成
四
年
一
〇
月
二

九
日
）
と
し
て
い
る
。

私
企
業
の
場
合
で
も
、
損
害
賠
償
請
求
と

あ
わ
せ
禁
煙
・
分
煙
の
措
置
を
要
求
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
例
は

な
い
（
東
京
高
裁
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
一

日
判
決
な
ど
）。

現
在
の
と
こ
ろ
受
動
喫
煙
対
策
は
、
企
業

の
裁
量
的
措
置
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

受
動
喫
煙
と
企
業
の
対
応

弁
護
士

安
西

�

―２４―



県
内
に
工
場
等
の
建
設
を
予
定

さ
れ
て
い
る
企
業
の
皆
様
へ

「
埼
玉
県
女
性
活
躍
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」を
利
用
し
ま
せ
ん
か

「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」

認
定
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

海
外
拠
点
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
受
入
企
業
を
募
集
し
ま
す

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

労働セミナーの様子

平
成
２６
年
度
後
期
技
能

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

県
制
度
融
資
の
御
案
内

県
で
は
、
県
内
に
工
場
等
を
建
設
し
、
操

業
す
る
場
合
に
、
当
該
土
地
・
建
物
に
係
る

不
動
産
取
得
税
に
相
当
す
る
額
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件
、
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

�
Ｈ
Ｐ

埼
玉
県
産
業
立
地
促
進
補
助
金
で
検
索

又
は
、

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
subsidy.htm

l

�
県
内
市
町
の
企
業
立
地
優
遇
制
度

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
shichouson-ricchi-incentive.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
０
）

県
で
は
、
企
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
を

推
進
す
る
た
め
、「
女
性
活
躍
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

労
働
環
境
や
就
業
規
則
を
見
直
し
た
い
、

育
児
や
介
護
の
両
立
支
援
を
進
め
た
い
、
女

性
社
員
の
能
力
を
会
社
に
生
か
し
た
い
な
ど

と
い
っ
た
課
題
を
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
す

る
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

何
か
ら
始
め
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

っ
た
相
談
で
も
結
構
で
す
。

女
性
の
活
躍
推
進
は
今
後
の
経
営
戦
略
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。是
非
、御
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

�
概
要

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
社
会
保
険
労
務
士
や

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
は
１
回
に
つ
き

２
〜
３
時
間
、
１
社
２
回
を
目
安

・
費
用
は
無
料
、
１５
社
程
度

�
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

県
で
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
等
の

両
立
を
支
援
し
、
女
性
が
い
き
い
き
と
働
け

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
企
業
を

「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」
と
し
て
認
定

し
て
い
ま
す
。
認
定
項
目
は
「
短
時
間
勤
務

や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
を
採
り
入
れ
、

多
様
な
働
き
方
を
選
べ
る
」、「
出
産
し
た
女

性
が
現
に
働
き
続
け
て
い
る
」
な
ど
の
６
つ

で
す
。

認
定
企
業
に
は
、
認
定
証
と
楯
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
交
付
し
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
求
人
の
際
に
御
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
申
請

時
に
加
点
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２４
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
平
成

２６
年
８
月
ま
で
に
合
計
１
、１
３
９
社
を
認

定
し
ま
し
た
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

県
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
、

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
促
進
す
る
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
県
内
に
在
住
・
在
学
の
大

学
生
を
対
象
に
、
企
業
の
海
外
拠
点
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
際
の
旅
費
を
補
助
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

現
在
、
平
成
２７
年
の
夏
季
に
、
概
ね
二
週

間
か
ら
三
週
間
、
海
外
拠
点
に
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
を
御
検
討
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

御
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
に
は
県
か
ら
所

定
の
謝
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
ま
た
、
学

生
の
旅
費
・
滞
在
費
に
つ
い
て
企
業
の
金
銭

的
負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

是
非
、
多
く
の
企
業
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
７
）

県
で
は
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
及
び
連
合

埼
玉
と
連
携
し
て
労
働
法
の
基
礎
知
識
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
労
働
関
係
の
身
近
な
問

題
等
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
程

�
草
加
会
場

９
月
２６
日
�

�
熊
谷
会
場

１０
月
３
日
�
、
７
日
�
、

１０
日
�
、
１４
日
�

�
所
沢
会
場

１０
月
２２
日
�
、
２４
日
�
、

２９
日
�
、
３１
日
�

	
戸
田
会
場

１１
月
４
日
�
、
７
日
�
、

１１
日
�



さ
い
た
ま
会
場

１１
月
１４
日
�

�
上
尾
会
場

１１
月
２１
日
�
、
２５
日
�

�
開
催
時
間

午
後
６
時
３０
分
〜
午
後
８
時
３０
分

（
熊
谷
会
場
の
１０
月
７
日
、
１０
日
、
１４
日

は
午
後
６
時
４５
分
〜
午
後
８
時
３０
分

さ
い

た
ま
会
場
は
午
後
２
時
〜
午
後
４
時
３０
分
）

�
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
rodosem

inar/

１２
月
以
降
の
講
座
も
順
次
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
８
）

働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
一
定
の
基
準

に
よ
り
検
定
す
る
技
能
検
定
試
験
（
国
家
検

定
制
度
）
の
お
知
ら
せ
で
す
。

�
受
検
資
格

製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、
該

当
す
る
検
定
職
種
に
関
す
る
実
務
経
験
の

あ
る
人

�
試
験
日
程

平
成
２６
年
１２
月
〜
平
成
２７
年

２
月
（
募
集
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協

会
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
）

�
申
請
受
付

１０
月
６
日
�
〜
１７
日
�
に
同

協
会
へ
申
請
書
を
提
出
。

詳
し
い
試
験
日
程
は
県
産
業
人
材
育
成
課

Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/site/

kentei/kentei-nittei.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
０
４
８
―
８
２
９
―
２
８
０
２
）

県
産
業
人
材
育
成
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
２
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
方
が
長
期
・
固
定
・

低
利
で
御
利
用
で
き
る
融
資
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
地
元
の
商
工
会
議
所
又
は

商
工
会
等
を
受
付
機
関
と
し
て
、
金
融
機
関

（
県
内
の
本
支
店
）
か
ら
、
県
の
定
め
る
有

利
な
条
件
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
融
資
利
率
の
引
下
げ
や
期
間

別
利
率
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
融
資
利

率
は
０
・
９
％
か
ら
１
・
６
％
の
低
利
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
こ
の
ほ
か
に
信
用
保
証
料

が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

御
利
用
い
た
だ
け
る
主
な
要
件
は
、
県
内

で
一
年
以
上
引
き
続
き
同
一
事
業
（
農
林
漁

業
な
ど
を
除
く
。）
を
営
ん
で
い
る
こ
と
、

事
業
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
、
事
業

に
必
要
な
許
認
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
な

ど
で
す
。

事
業
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を
お
考
え

の
方
は
、
是
非
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/site/

seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
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経
団
連
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４
開
催

―
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
成

長
力
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
討
議

経
団
連
（
榊
原
定
征
会
長
）
は
７
月
２４
日
、
東

京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
「
夏
季
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
４
」（
議
長
�
小
島
順
彦
副
会
長
）
を

開
催
し
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
成
長
力
強

化
―
世
界
で
最
も
活
力
の
あ
る
日
本
へ
」
を
テ
ー

マ
に
討
議
を
行
っ
た
。

今
回
の
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
榊
原
会
長
の
も
と

で
の
初
め
て
の
開
催
で
あ
り
、「
経
団
連
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
取
り
ま
と
め
を
見
据
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
長
の
取
り
込
み
を

通
じ
て
「
日
本
再
興
」
を
果
た
す
た
め
の
経
団
連

の
方
策
に
つ
い
て
積
極
的
な
議
論
と
な
っ
た
。

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
国
際
協
力
機
構
の
田

中
明
彦
理
事
長
が
「
新
し
い
世
界
シ
ス
テ
ム
と
日

本
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
産
学
連
携
推
進
機
構
の
妹
尾
堅
一
郎
理
事
長

が
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
る
、
産
業
界
の
７
つ

の
問
題
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
と
と

も
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
参
加
メ
ン
バ
ー
間
で
、「
経
団

連
ビ
ジ
ョ
ン
」「
政
治
と
の
関
係
」「
経
団
連
活
動

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
甘
利
明
経
済

再
生
担
当
大
臣
が
「
骨
太
方
針
と
日
本
再
興
戦

略
」
改
訂
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
民
と
政
官
と

が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
経
済
の
活
力
向
上

に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
あ
い
さ
つ
す
る
と
と

も
に
出
席
者
と
の
懇
親
を
深
め
た
。
安
倍
首
相
の

あ
い
さ
つ
は
別
掲
の
と
お
り
。

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
あ
い
さ
つ

な
ぜ
、
私
が
強
い
経
済
を
取
り
戻
す
こ
と
に
、

こ
れ
だ
け
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
こ

の
２０
年
間
、
デ
フ
レ
経
済
が
続
い
て
き
た
な
か
で
、

日
本
人
の
な
か
か
ら
自
信
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
問
題
の
本
質

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

「
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
」「
み
ん
な
で
一
緒
に

汗
を
流
せ
ば
、
今
日
よ
り
も
明
日
、
今
年
よ
り
も

来
年
、
も
っ
と
よ
く
な
る
」、
か
つ
て
は
こ
う
日

本
人
は
皆
思
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

自
信
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

国
民
の
皆
さ
ま
が
自
信
を
取
り
戻
し
、
再
び
世

界
の
真
ん
中
で
輝
く
国
と
な
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
「
三
本
の
矢
」
を
立
て
続
け
に
放
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
三
本
の
矢
」
の

政
策
に
よ
っ
て
、
日
本
は
確
実
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
６
四
半
期
連
続
で
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
有
効
求
人
倍
率

は
、
１
・
０９
倍
と
２１
年
１１
カ
月
ぶ
り
の
高
水
準
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
異
例
な
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
政

労
使
会
議
」で
賃
上
げ
を
お
願
い
し
ま
し
て
、こ
の

春
、
多
く
の
企
業
に
決
断
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

連
合
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
月
給
が
２
％
以

上
上
昇
し
て
お
り
、
１５
年
ぶ
り
の
水
準
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
も
、
経
団
連

の
調
査
で
は
、
昨
年
よ
り
平
均
で
８
・
８
％
上
が

っ
た
。
こ
れ
は
な
ん
と
、
３０
年
間
で
最
高
の
水
準

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
は
、
１７
年
ぶ
り
に
消
費
税
率
を
引

き
上
げ
ま
し
た
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

消
費
の
落
ち
込
み
も
、
一
時
的
な
も
の
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
長
ら
く
停
滞
し
て
い
た
企
業
の
設
備
投

資
も
、
前
向
き
な
動
き
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
企
業
の
収
益
が
雇
用
の
拡
大
や
所
得
の
上
昇
、

次
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
す
る
投
資
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
ま
さ
に
経
済
の
好
循
環
を
、

わ
れ
わ
れ
は
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
動
き
始
め
た
経
済
の
好
循
環
を
、
力
強
く

回
転
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
先
月
、
私
は
成
長
戦

略
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
改

革
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の
手
綱
を

緩
め
る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
新
た
な
成
長
戦
略
は
、
成
長
志
向
に
重

点
を
置
い
た
、
法
人
税
改
革
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
よ
っ
て
「
稼
ぐ
力
」
を
取
り

戻
し
て
い
き
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
岩
盤
規
制
に
つ
い
て
も
、
私
の
ド
リ

ル
の
刃
は
回
り
続
け
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

６０
年
ぶ
り
の
農
協
の
抜
本
改
革
の
断
行
。
医
療
に

お
い
て
も
、
患
者
さ
ん
が
希
望
す
れ
ば
、
最
新
の

薬
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
制

度
を
創
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
時
間
で

は
な
く
、
成
果
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
新
た
な
労

働
時
間
制
度
に
挑
戦
し
ま
す
。

新
た
な
成
長
戦
略
で
は
、「
女
性
の
力
」
が
大

き
な
柱
で
あ
り
ま
す
。
日
本
が
生
か
し
き
れ
て
い

な
い
最
大
の
潜
在
力
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。
女
性
の
輝
く
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
皆

さ
ま
に
は
、
思
い
切
っ
た
、
大
胆
な
行
動
で
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

肝
心
な
の
は
「
実
行
と
ス
ピ
ー
ド
」
で
あ
り
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
次
々
と
改
革
を
実

行
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

経
済
界
の
皆
さ
ま
に
は
、
守
り
か
ら
攻
め
の
経

営
に
転
換
し
て
い
た
だ
き
、
技
術
や
ヒ
ト
に
対
す

る
、
思
い
切
っ
た
前
向
き
な
投
資
、
そ
し
て
、
改

革
に
向
け
た
大
胆
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
官
民
を
挙
げ
て
、
日
本
が

再
び
世
界
の
真
ん
中
で
輝
く
国
に
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
日
の
こ
の
懇
親
会
の
御
盛
会
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
企
業
が
抱
え
る

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
と

そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
聞
く

―
人
事
・
労
務
委
員
会

経
団
連
は
７
月
２５
日
、
東
京
・
大
手
町
の
経
団

連
会
館
で
人
事
・
労
務
委
員
会（
岡
本
毅
委
員
長
）

を
開
催
し
た
。
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
の

守
島
基
博
教
授
か
ら
、
日
本
企
業
が
抱
え
る
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
と
対
応
の
方
向
性
に
つ
い

て
講
演
を
聞
い
た
後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
求
め
ら
れ
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
企
業
の
競
争
力
強
化
に

必
要
な
人
材
の
供
給
を
は
じ
め
、
人
事
課
題
へ
の

解
決
策
を
示
し
、
経
営
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
戦
後
か
ら
一
貫
し
て
自
社
の
成
長

を
支
え
、
競
争
力
を
維
持
す
る
基
盤
と
し
て
機
能

し
て
き
た
。

し
か
し
最
近
は
、
事
業
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

が
不
足
す
る
な
ど
、
そ
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
個
々
の
職
場
で
は
「
人
が
育
ち
に
く
く

な
っ
て
い
る
」「
職
場
の
活
気
が
失
わ
れ
て
い
る
」

な
ど
、
組
織
力
や
人
材
力
の
低
下
を
危
惧
し
て
い

る
企
業
も
少
な
く
な
い
。

人
材
不
足
が
事
業
拡
大
や
戦
略
達
成
を
妨
げ
て

い
る
状
況
は
、
企
業
の
「
人
材
倒
産
」
へ
と
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な
枠
組

み
と
考
え
方
の
転
換
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
）
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
向
性
と
し
て
は
次
の

四
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
人
材
の
層
別
管
理
に
よ
る
優
秀
層
の
育
成

「
優
秀
層
」「
普
通
層
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

特
に
優
秀
層
に
つ
い
て
は
、「
何
も
し
な
い
で
も

育
つ
」
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
り
、
抜
擢
や

活
躍
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
な
い
こ
と
で
発
生
し
て

き
た
機
会
の
損
失
を
「
隠
れ
た
人
材
コ
ス
ト
」
と

と
ら
え
、
潜
在
能
力
が
あ
る
人
材
を
選
抜
し
、
中

核
人
材
と
し
て
戦
略
的
に
育
成
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

そ
の
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
適
所
適
材
」

で
あ
り
、
戦
略
上
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
配
置
の
た
め
の
育
成

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
経
営
の
時
間
軸
に

合
わ
せ
て
育
成
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
「
時
間

軸
の
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
」
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
リ
ス
ク
を
取
る

意
志
な
ど
の
「
潜
在
能
力
（
資
質
）
を
重
視
」
し

た
人
材
評
価
を
行
い
、
成
長
力
に
比
重
を
置
く
べ

き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
潜
在
能
力
を
も
と
に
し
た

評
価
と
配
置
は
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
か
ら
、「
リ

ス
ク
ヘ
ッ
ジ
」
の
た
め
に
、
降
格
の
仕
組
み
や
そ

の
後
の
挽
回
方
法
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
評
価
制

度
が
不
可
欠
と
な
る
。

■
個
を
尊
重
し
た
「
普
通
層
」
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

経
営
目
標
の
達
成
に
は
、
組
織
の
大
半
を
占
め

る
普
通
層
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
と

が
ん
ば
り
が
欠
か
せ
な
い
が
、
普
通
層
は
能
力
レ

ベ
ル
や
ス
キ
ル
、
価
値
観
な
ど
が
多
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
期
待
す
る
役
割
や
内
容
を
職
務
の
か

た
ち
で
明
確
に
す
る「
職
務
主
義
的
な
人
事
管
理
」

が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
個
々
人
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
を
可

能
な
限
り
用
意
す
る
と
と
も
に
、
異
な
る
考
え
方

や
価
値
観
を
認
め
る
職
場
風
土
を
つ
く
る
と
い
っ

た
「
個
が
尊
重
さ
れ
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が

求
め
ら
れ
る
。

■
強
い
組
織
の
開
発

経
営
の
基
本
は
戦
略
論
と
組
織
論
で
あ
り
、
優

れ
た
経
営
戦
略
も
組
織
を
伴
わ
な
け
れ
ば
目
標
の

達
成
は
で
き
な
い
。
協
働
へ
の
意
識
づ
け
や
組
織

理
念
の
共
有
、
一
体
感
の
醸
成
な
ど
に
取
り
組
み
、

一
つ
の
「
生
き
物
」
の
よ
う
に
動
く
強
い
組
織
を

開
発
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
機
能
す
る
」「
リ
ー

ダ
ー
が
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
」
な
ど
、
組
織

と
し
て
必
要
な
能
力
・
強
み
の
確
保
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。

■
人
事
部
の
役
割

日
本
の
現
場
リ
ー
ダ
ー
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
主
体
者
と
い
う
意
識
が
薄
い
た
め
、
人
事
部
の

果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
人
事
部
に
は
、
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
革
を
遂
げ
、
経
営
目
標
を

遂
行
し
て
組
織
に
貢
献
す
る
と
い
う
意
識
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２６―
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七
月
一
六
日
〜
九
月
二
九
日

◆
七
・
二
二

労
働
法
担
当
者
実
務

講
座
第
二
講（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
三

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
八

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
、
第
三
五
次
小
笠
原
洋
上
研

修
第
一
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
九

労
働
法
担
当
者
実
務

講
座
第
三
講（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
六
〜
七

第
一
回
第
一
種
・

第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
の
た
め

の
対
策
講
座（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
五

小
笠
原
洋
上
研
修
第

二
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
八
・
二
六

第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
八

安
全
管
理
者
選
任
時

研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
四
〜
五

第
二
回
第
一
種
・

第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
の
た
め

の
対
策
講
座（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
八

小
笠
原
洋
上
研
修
第
三

回
集
合
研
修（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
六

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
四

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
九

第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

▼
異
常
気
象
で
開
催
が
二
日
遅
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
高
校
野
球
も
ベ
ス
ト
１６
校
ま
で
出
揃
っ
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
埼
玉
代
表
の
春
日

部
共
栄
は
二
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
っ

た
。
今
回
は
北
信
越
や
東
北
勢
の
活
躍

が
実
に
目
立
っ
て
い
る
。
最
終
戦
で
優

勝
旗
を
手
に
す
る
の
は
ど
の
高
校
か
、

現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
ま
で

の
西
高
東
低
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
と
い

え
る
。
素
人
評
論
に
な
る
が
、
健
大
高

崎
の
機
動
力
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が

あ
っ
た
し
、
勝
ち
残
っ
て
い
っ
た
場
合

の
連
戦
に
備
え
て
ど
こ
の
高
校
も
投
手

を
数
人
育
て
る
傾
向
が
多
く
み
ら
れ
た
。

▼
そ
の
よ
う
な
最
中
に
生
命
保
険
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
相
談
に
来
た
。「
こ

こ
１
〜
２
年
、
商
品
が
売
れ
な
く
な
っ

た
。
今
ま
で
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
通

用
し
な
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
た

い
」
と
。
年
齢
層
か
ら
い
う
と
特
に
２０

〜
３０
歳
代
と
の
こ
と
。
確
か
に
最
近
は

「
自
分
中
心
主
義
」
に
な
り
、
夫
・
妻
の
こ
と
・

子
供
の
こ
と
・
更
に
両
親
の
こ
と
は
余
り
眼
中

に
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
生
保
商
品
に
も
新
し
い
も
の
が
必
要
に

な
っ
た
の
で
は
。

▼
昔
か
ら
「
神
様
と
自
然
に
は
決
し
て
逆
ら
え

な
い
」
と
い
わ
れ
る
が
、
自
然
界
で
の
異
常
気

象
で
３０
〜
４０
年
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
地
域
で

豪
雨
で
洪
水
氾
濫
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
同
様

に
人
間
の
健
康
も
自
然
現
象
で
想
定
外
の
こ
と

が
或
る
日
突
然
身
体
に
現
れ
驚
い
て
し
ま
う
。

さ
あ
ー
、
西
洋
医
学
で
の
手
術
か
？
じ
っ
く
り

と
東
洋
医
学
で
治
療
か
？
と
も
悩
ん
で
し
ま
う

こ
と
も
最
近
多
く
な
っ
て
い
る
。

▼
野
球
の
チ
ー
ム
つ
く
り
も
、
自
然
災
害
対
策

も
、
生
保
の
商
品
や
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
も
、
健

康
管
理
方
法
も
時
代
経
過
と
と
も
に
大
き
く
変

わ
っ
て
き
た
。
や
は
り
一
番
大
き
く
変
わ
っ
た

の
は
「
人
間
の
生
き
方
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

来
年
は
終
戦
か
ら
７０
年
を
迎

え
る
が
、
戦
前
と
戦
後
で
は

諸
々
の
面
で『
変
化
の
大
き
さ
』

が
感
じ
ら
れ
て
仕
方
が
な
い
。

要
は
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
Ｏ

Ｋ
！
」
と
の
考
え
方
が
蔓
延
し

て
い
る
事
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、

こ
れ
は
国
に
も
、
家
庭
に
も
、

地
域
に
も
、
学
校
に
も
、
企
業

に
も
す
べ
て
に
い
え
る
こ
と
と

考
え
て
い
る
。

▼
話
は
が
ら
り
と
変
わ
る
が
、

最
近
親
し
い
仲
間
（
企
業
を
定

年
退
職
し
た
人
達
だ
が
、
現
役

時
代
は
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
た
。

今
現
役
で
世
間
や
企
業
で
評
価

さ
れ
て
い
る
３０
〜
５０
歳
代
の
役

員
や
管
理
職
な
ど
）
と
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
公

私
に
関
わ
ら
ず
「
最
近
考
え
て
い
る
こ
と
。
悩

ん
で
い
る
こ
と
。
将
来
に
向
け
て
の
目
標
願

望
」
な
ど
を
全
員
で
議
論
し
よ
う
と
ス
タ
ー
ト

し
た
。
既
に
『
音
の
出
な
い
掃
除
機
（
ル
ン
バ
）、

パ
ル
プ（
紙
）で
造
る
車
』
な
ど
な
ど
が
出
て
お

り
、併
せ
て
、今
後
は
企
業
や
個
人
か
ら
の
色
々

な
相
談
に
も
の
っ
て
い
く
事
も
考
え
よ
う
と
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第２０１回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
一
階
映
像
ホ
ー
ル

内
容
�
悩
み
�
を
手
放
す
こ
と
な
く
真
の
強

さ
を
掴
み
取
る
生
き
方
と
は

講
師

聖
学
院
大
学
学
長
・
東
京
大
学
名
誉
教

授

姜

尚
中
氏

★
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
八
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
セ
ミ
ナ
ー

『
実
効
性
の
高
い
事
業
継
続
計
画
を
策

定
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
と

は
？
』

講
師

Ａ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
㈱

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

金
子
正
男
氏

★
理
事
会
・
臨
時
総
会

日
時

一
〇
月
九
日
�
一
四
時
〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
元
代
表
取
締
役
社
長

松
沢
幸
一
氏

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

一
〇
月
二
〇
日
�
九
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
よ
り
良

い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考
え
方
や

ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上
に
積
極

的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
意
欲

の
向
上
を
図
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
講

師

古
澤
美
奈
子
氏

★
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

一
〇
月
二
七
日
�
一
三
時
四
〇
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
セ
ミ

ナ
ー

講
師

東
レ
経
営
研
究
所
研
究
部
長

渥
美
由

喜
氏

★
第
三
五
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
四
回
集
合
研

修
日
時

一
〇
月
二
八
日
�
九
時
三
〇
分
〜
一
八

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
〇
二

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
ま
と
め
・
修
了
式
・

パ
ー
テ
ィ
ー

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
〇
月
二
九
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

危
機
管
理
の
欠
如
が
あ
な
た
の
会
社
を

潰
す
〜
企
業
の
危
機
管
理
広
報
の
あ
り

方
〜
各
種
失
敗
事
例
を
踏
ま
え
て

講
師

広
報
戦
略
研
究
所
代
表

大
槻

茂
氏

★
第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

一
一
月
四
日
�
一
四
時
〜
一
六
時
三
〇

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
脅
威
〜
サ
イ
バ
ー
犯

罪
か
ら
会
社
を
守
る
た
め
に

講
師

埼
玉
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
サ
イ
バ

ー
犯
罪
対
策
課
調
査
官
藤
本
大
介
氏

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
准
教

授

吉
浦
紀
晃
氏

★
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
一
月
六
日
�
一
三
時
〜
一
六
時

会
場

県
立
越
谷
総
合
技
術
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

★
第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
一
月
一
〇
日
�
一
四
時
〜
一
六
時
三

〇
六
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

講
師

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
セ
ン
タ
ー
長

笹
川
俊
雄
氏

★
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

一
一
月
一
八
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三

内
容

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
が
拓
く
事
業
機
会

講
師

㈱
三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

博

士

未
来
情
報
解
析
セ
ン
タ
ー
長

小

野
由
理
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

三
光
建
設
㈱

代
表
取
締
役

栗
原

雄
一

川
越
市
下
小
坂
四
五
八
―
四

電
話
〇
四
九
―
二
三
一
―
三
四
一
一

（
資
）
一
億
円

（
従
）
三
六
名

総
合
建
設
業

日
本
イ
ス
エ
ー
ド
㈱

代
表
取
締
役

出
牛

洋
行

秩
父
郡
長
�
町
大
字
岩
田
七
八
〇

電
話
〇
四
九
四
―
六
六
―
二
一
一
二

（
資
）
一
億
円

（
従
）
一
三
五
名

自
動
車
部
品
製
造
業

㈱
保
坂
商
店
埼
玉
営
業
所

代
表
取
締
役

大
井

明

白
岡
市
西
四
―
一
二
―
六

電
話
〇
四
八
〇
―
九
二
―
八
〇
〇
一

（
資
）
一
千
二
百
六
十
万
円

（
従
）
七
名

塗
料
販
売
業
、
カ
シ
ュ
ー
塗
料

㈱
武
蔵
野
銀
行

西
部
地
区

常
務
取
締
役

長
堀

和
正

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇
―
八

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
六
一
一
一

（
資
）
四
百
五
十
七
億
円

金
融

㈱
武
蔵
野
銀
行

南
部
地
区

常
務
取
締
役

赤
城

功
一

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇
―
八

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
六
一
一
一

（
資
）
四
百
五
十
七
億
円

金
融

㈱
武
蔵
野
銀
行

北
部
地
区

常
務
取
締
役

小
山

和
也

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇
―
八

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
六
一
一
一

（
資
）
四
百
五
十
七
億
円

金
融

〈
代
表
者
変
更
〉

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人
北
関
東
事
務
所

北
関
東
事
務
所
長

パ
ー
ト
ナ
ー
／
公
認
会

計
士

西
村

克
広
（
旧

筆
野

力
）

関
東
化
学
㈱
草
加
工
場

工
場
長

緒
方

尚
夫
（
旧

野
口

富
弘
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
所
沢
支
店

支
店
長

小
林

義
信
（
旧

西
村

浩
紀
）

㈱
地
区
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

代
表
取
締
役

山
口

孝
明
（
旧

高
田

幸
夫
）

中
興
電
機
㈱

代
表
取
締
役
社
長

水
野

実
（
旧

出
井

善
元
）

東
光
㈱

代
表
取
締
役
社
長

山
内

公
則
（
旧

川
津
原

茂
）

日
信
ソ
フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役

長
谷
川

孝
（
旧

麻
田

茂
和
）

日
信
電
子
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

折
原

茂
（
旧

山
手

哲
治
）

日
信
電
設
㈱

代
表
取
締
役

大
賀

仁
史
（
旧

柏
倉

光
行
）

飯
能
信
用
金
庫

理
事
長

町
田

知
可
雄
（
旧

内
田

哲
）

三
井
精
機
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

奥
田

哲
司
（
旧

岩
倉

幸
一
）

三
好
化
成
㈱

代
表
取
締
役
社
長

岸
田

茂
（
旧

三
好

泰
蔵
）

㈱
明
治

坂
戸
工
場

工
場
長

鐘
ヶ
江

穣
（
旧

五
十
嵐

進
）

〈
社
名
変
更
〉

㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
埼
玉
支
店

（
旧

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
埼
玉
支
店
）

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
関
東
事
業
本
部
埼
玉
支
社

（
旧

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
関
東
営
業
本
部

埼
玉
支
社
）

〈
住
所
変
更
〉

㈱
ジ
ー
テ
ク
ト

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
一
―
二

〇
大
宮
Ｊ
Ｐ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
九

―
四
エ
ク
セ
レ
ン
ト
大
宮
ビ
ル
８
Ｆ
）
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さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
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ソ
ニ
ッ
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ィ
ビ
ル
九
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発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
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社
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た
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円
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‐
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